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県人とふるさと山梨を結ぶ情報誌

平成27年3 月26日発行 年4 回発行

山梨県人会連合会

笛吹市春日居町からの桃と富士
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信玄公役

片岡 鶴太郎

信 玄 公祭 り 日 程

４月3 日( 金) 信玄公祭 り前夜祭

湖衣姫コンテスト 等
－

4月４日( 土)･5日(日) 輝きの祭典｢大宝飾展｣

４月5 日(日) 子ども 武者行列 等

・ 信玄公祭り関連事業イベント

禰

， ｀･･～ ●･

山梨県甲府市(舞鶴城公園・甲府駅前
出陣団体 ＝ 東日本旅客鉄道株式会社八王子支社／サンスター技研株式会社／ＮＥＣグループ ／ＮＴＴブルーフ／甲府信用

金庫 ／韮崎市 ／甲府市／桔梗屋グループ／市川三郷町／甲斐市／富士吉田市／富士通グループ ／富士急行 株式会社

パナソニックグループノ株式会社山梨中央銀行／笛吹市／山梨市／コニカミノルタグループ ／日立山梨グループ／朝日生命

保険相互会社甲府支社／JTB グループ ／国際興業山梨グループノ甲州市／南アルプス市／東９セキスィ ハイム株式会社

山梨支店／株式会社ＡＯ日慧央グループ ／山梨県及び一般公募()| 頂不同)

主催 ＝ 山梨県信玄公祭り実行委員会:TEL.C55-231-2722 ／甲 府市信玄公 祭‘J実行委員会:TEL.055-237-5702

信玄公祭りの情報はホームページへhttp:// ｗｗｗ.yａｍａｎａshi-ｋａｎkｏｕ･jpyshingen/ ｉ 出陣式の様子は防災新館ヽ甲

府市役所のモニター等でもご覧いただける予定です。
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人会連合会 新春賀詞

山
梨
県
人
会
連
合
会

新

春

賀

詞

交

歓

会

開

催

ノ
　
　
　
　
　
　
「
ふ
る
さ
と
山
梨
か
ら
世
界
へ
と
広
が
る
ネ
ッ
ト

「
ふ
る
さ
と
山
梨
か
ら
世
界
へ
と
広
が
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
ろ
う
」
と
弦
間
会
長
が
語
り
、
新
春

賀
詞
交
歓
会
に
１
３
０
名
が
集
う

１
月
2
9日
（
木
）
午
後
６
時
よ
り

千
代
田
区
竹
橋
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東

京
に
て
、
山
梨
県
人
会
連
合
会
（
弦

間
明
会
長
）
の
新
春
賀
詞
交
歓
会
が

１
３
０
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ

た
。
飯
田
冨
美
子
常
任
理
事
の
司
会

進
行
に
よ
り
、
有
野
芳
邦
会
長
代
行

が
、
各
方
面
か
ら
の
協
力
が
あ
っ

て
、
県
人
会
連
合
会
と
し
て
の
速
や

か
な
活
動
が
出
来
て
い
る
こ
と
に
謝

辞
を
述
べ
て
、
開
会
の
こ
と
ば
と
し

た
。弦

間
会
長
は
オ
バ
マ
大
統
領
の
基

盤
の
揺
ら
ぎ
や
中
東
情
勢
の
危
う
さ

‐

－

ｊ

‐
ｉ

－

等
、
多
難
な
国
際
情
勢
を
振
り
返

り
、
日
本
で
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効

果
が
今
ひ
と
っ
て
個
人
消
費
の
落
ち

込
み
か
ら
景
気
の
足
踏
み
状
態
が
続

い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
「
一
方
山
梨

で
は
南
ア
ル
プ
ス
市
の
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

朝
ド
ラ
『
花
子
と
ア
ン
』
で
は
甲
州

弁
を
通
じ
て
、
山
梨
の
風
土
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
、
日
本
全

国
の
人
々
に
印
象
付
け
た
。
県
人
会

連
合
会
の
活
動
と
し
て
は
現
役
の
経

営
者
と
若
手
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
交
流

す
る
山
梨
ワ
ン

バ
ン
ト
レ
ッ
ド
惧

４
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'年 山梨県

楽
部
は
各
マ
ス
コ
ミ
で
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
話
題
と
な
っ
た
。
ま
た
各

県
人
会
の
活
動
も
活
性
化
し
甲
斐
市

県
人
会
も
発
足
し
た
。
今
年
は
リ
ン

ケ
ー
ジ
の
Ｎ
か
ら
と
り
、
Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ

ｏ
ｒ
ｋ
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し

て
、
ふ
る
さ
と
か
ら
首
都
圏
、
さ
ら

に
は
世
界
へ
と
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
を
め
ざ
し
た
い
。

最
近
の
例
で
は
、
和
紙
で
有
名
な

岐
阜
県
美
濃
市
が
、
イ
タ
リ
ア
の

ア
マ
ル
フ
ィ
市
と
連
携
し
て
、
紙

を
介
し
た
文
化
交
流
を
築
こ
う
と
し

て
い
る
。
山
梨
も
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
を
見
習
っ
て
、
山
梨

な
ら
で
は
の
海
外
交
流
と
は
何
か
を

考
え
、
行
動
し
た
い
。
山
梨
ゆ
か
り

の
２
０
０
万
人
が
理
想
の
家
族
で
あ

り
友
人
で
あ
り
、
名
誉
と
品
位
を
重

ん
ず
る
県
民
と
し
て
絆
の
力
を
発
揮

し
て
、
日
本
一
の
県
人
会
を
め
ざ
そ

う
」
と
語
っ
た
。

来
賓
祝
辞
と
し
て
今
期
で
勇
退
す

る
横
内
知
事
が
「
山
梨
で
は
基
幹
産

業
で
あ
る
機
械
電
子
の
生
産
が
上
向

き
、
外
国
人
観
光
客
が
倍
増
す
る
等

明
る
い
展
望
が
開
け
て
き
て
い
る
。

県
人
会
連
合
会
に
は
物
心
両
面
で
支

え
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し

た
い
」
と
語
っ
た
。

後
藤
斎
新
知
事
は
「
横
内
知
事
の

築
い
た
基
盤
を
引
継
ぎ
、
山
梨
在
住

者
9
0万
人
を
め
ざ
し
て
産
業
、
経
済

を
元
気
に
し
た
い
。
山
梨
県
人
会
連

合
会
に
お
か
れ
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
基
盤

強
化
の
た
め
、
一
層
の
力
添
え
を
お

願
い
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

臼
井
成
夫
山
梨
県
議
会
議
長
は
、

国
内
外
多
難
な
時
代
だ
が
、
硬
直
し

た
制
度
を
見
直
し
、
柔
軟
に
対
応
す

る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
と
語
っ
た
。

出
席
し
た
国
会
議
員
を
代
表
し
て
中

島
克
仁
衆
議
院
議
員
、
小
野
次
郎
参

議
院
議
員
も
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
。

出
席
の
１２
市
長
が
紹
介
さ
れ
、
代

表
し

て
江

口
英

雄
上

野
原
市

長

が

「
地
方
創
生
実
現
の
た
め
に
は
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
町
、
人
、

５



仕
事
を
総
合
戦
力
と
し
て
活
性
化
さ

せ
た
い
」
等
と
語
っ
た
。

今
期
勇
退
の
宮
島
雅
展
甲
府
市
長

と
樋
口
雄
一
新
甲
府
市
長
も
ひ
と
言

ず
つ
ス
ピ
ー
チ
し
た
。

来
賓
紹
介
の
後
、
中
込
勝
子
県
人

会
連
合
会
女
性
の
会
会
長
の
乾
杯
の

音
頭
で
懇
親
会
に
移
り
、
日
本
舞
踊

や
笛
吹
も
も
香
さ
ん
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

長
田
正
県
人
会
連
合
会
副
会
長
の

閉
会
の
こ
と
ば
、
有
野
征
雄
県
人
会

連
合
会
副
会
長
の
万
歳
三
唱
に
よ
り

散
会
し
た
。

'年 山梨県人会連合ﾖ年 山梨

’　 －・－ ＿_ ・ ４ ，
Ｗ Ｗ
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就任あいさつ
このたび私は、多くの県民 の皆様のご支持をいただき、第61 代山梨県知事に就任いた

しました。重責に身の引き締まる思いであり、ふるさと山梨のさらなる発展に向けて、全力投

球して参る所存です。

山梨県人会連合会の会員の皆様には、日頃からふるさと納税へのご協力をはじめ、県 政全 般にわたり厚いご支

援を賜り、心から感謝申し上げます。

現 在山梨は、人口減少社 会という今まで我々が直面したことのない大きな変化に加え、生活や産業を支えるエネ

ルギー資源の変化、県土の景観を形成する農業を取り巻く状況の変化、そして近い将来に発生 が予測される大

規模な災害などへの備えが求められるなど、大きな転機に直面しています。

このような問題は、時代の大きな流れ、潮流の中で捉えることが必要であり、私は、土地利用、産業構造、教育、

医療、子育て等様々な項目で過去100 年を振り返り、山梨の主 要な課題を次の6 つに整 理しています。

1つ目は、本県の雇用と経済の多くを支えている基幹産業の発展です。

2つ目は、農林業、地場産業、観光など地域 資源を生かして個性豊かな産業を生み出すことです。

3つ目は、少子化か進行する中、明日の山梨を担う人材を育成する教育体制、子育てを支援する体制を充 実さ

せるということです。

4 つ目は、生涯にわたって心身とも健康に、生き生きと暮らすことができる地域にすることです。

5 つ目は、自然災害の多 発やインフラの老朽化、公共交通や商店街の衰退等が進行する中、地域の暮らしと企

業活動をいかに守るかということです。

6つ目は、以上の課 題を解決し、元気な山梨を創っていくため、地域づくりのイノベーションを起こすということで

す。

これら6つの課題はそれぞれ独 立したものではなく、相互に関連し、大きなスパイラルを描いています。今、私たち

が明るい未来を目指し、強い意志を持ってこれらの課題に対処しなければ、減少傾向に転じている定住人口ととも

に負のスパイラルに陥っていく可 能性 があります。それを回避し、将来の山梨を考える上で最も重 要な課題である

定住人口の減少を食い止め、増加へと反転させていかなくてはなりません。

私は、2020 年の東京オリンピック・パラリンピックまでに、山梨が再生に向かうことができるか否かが本県にとって

のデッドラインであり、それまでに数々の施策を実現していかなければならないと考えています。新しい課題、困難な

課題が数多くありますが、今やらなくてはならないH7 の公約の実現に向けて、直ちに実行に着手して参ります。

過去100 年を振り返ることにより見えてきた目指すべき未来は、数々のきらりと光る価値を世界に発信し、新たな日

本のモデルとなる｢100 万人都市｣ 山梨です。二fどもたちや子 育て世代、高齢者や障害者など誰もが安心して暮ら

せる、この目指すべき新たな地域社会を、山梨が持つ｢エネルギー供給力｣ 、｢景観･ 農業力｣ 、｢安心･防災力｣ の3

つの力を高めつつ、県民の皆様とともに創り上げていくという考えを、ダイナミックやまなし｢プラチナ社会構想｣と名

付けました。山梨もプラチナと同様に、個性・特性を最大限に生かしながら、将来にわたって輝き続ける地域であり

たいという意志をこの名前に込めています。

この｢プラチナ社会構想｣ の実現に向け、皆様と一丸となって挑 戦していく決意でありますので、ご支援とご協力

を賜りますようお願い申し上げます。

結びに 山梨県人会連合会の益々のご発展と会員の皆 様のご多幸を心からご祈念申し上げまして、就任の挨

拶 といたします 。

山女９ 吋 後雁首
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日
本
一

桃
源
郷
宣
言
の
ま
ち

Ｉ
　
　
　
　
　

笛
吹
市桃

　
　
笛
吹
市
は
、
量
的
に
は
も
ち
ろ
ん
美
味

匹
　
し
さ
も
日
本
一
を
自
負
す
る
桃
生
産
の
ま

對
　
ち
で
す
。
桃
花
爛
漫
の
平
成
2
5年
４
月
1
0

心
　

日
、
日
本
一
桃
源
郷
を
宣
言
し
、
４
月
1
0

日
を
「
笛
吹
市
桃
源
郷
の
日
」
に
定
め
ま

し
た
。
ち
な
み
に
、
４
月
1
0日
は
正
月
か

ら
数
え
て
百
日
目
で
も
あ
り
ま
す
（
百
は

「
も
も
」
と
も
読
む
）
。

昨
年
２
月
の
雪
害
に
際
し
て
は
、
県
人

会
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
心
配
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
資
材
調
達
や
作
業
員
の
手
当

て
に
難
航
し
て
お
り
ま
す
が
、
国
や
県
の

支
援
を
得
て
、
復
旧
に
向
け
て
着
々
と
歩

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
お
陰
様
で
、
例
年

ど
お
り
２
月
１４
日
に
は
、
日
本
一
早
い
（

ウ
ス
桃
園
を
オ
ー
プ
ン
で
き
ま
し
た
。
こ

の
号
が
皆
さ
ま
に
届
く
頃
に
は
、
（

ウ
ス

桃
の
出
荷
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
今
年
も
日
本
一
桃
源
郷
の
桃
を
ご
堪

笛 吹 市 長　 倉 嶋 清 次

果実と温泉のまち笛吹市は、

歴史と文化財に彩られたまち

でもあります。今回はあまり

知られていないところも掲載

しました。まだまだ紹介した

い場所はたくさんありますの

で､次の機会をお楽しみに
Ｏ

能
下
さ
い
。

な
お
、
４
月
に
、
全
国
の
桃
産
地
に
呼

び
か
け
て
、
「
全
国
桃
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
の
桃

が
世
界
市
場
に
向
け
て
飛
躍
す
る
よ
う
、

全
国
の
産
地
の
先
頭
に
立
っ
て
打
っ
て
出

ま
す
。

■
ぶ
ど
う
も
ワ
イ
ン
も

ぶ
ど
う
生
産
も
日
本
一
を
自
負
し
て
い

ま
す
。
様
々
な
新
品
種
が
出
回
っ
て
お
り

ま
す
が
、
甘
み
と
食
べ
や
す
さ
で
は
や
は

り
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

が
お
薦
め
で

す
。
ぶ
ど
う
も
、
台
湾
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
行
う
な
ど
、
海
外
市
場
に
積
極
的
に

進
出
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ぶ
ど
う
と
い
え
ば
ワ
イ
ン
。
愛
好
家
に

と
っ
て
は
、
今
か
ら
新
酒
の
出
荷
が
待
た

れ
ま
す
。
「
山
梨
ヌ
ー
ボ
ー
」
の
解
禁
日

８

-



ｌ

け
ま
す
。
午
前
Ｏ
時
を
期
し
て
、
い
っ
せ

い
に
「
ヌ
ー
ボ
ー
ｄ
ｅ
乾
杯
」
を
し
ま
す
。

県
人
会
の
皆
さ
ま
、
お
誘
い
合
わ
せ

て
、
今
年
は
石
和
温
泉
に
お
泊
ま
り
く
だ

さ
い
。
足
湯
ひ
ろ
ば
特
設
会
場
で
ヌ

ー

ボ
ー
で
乾
杯
し
ま
し
よ
う
。

■
歴
史
の
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ
て

笛
吹
市
は
、
万
年
の
歴
史
が
積
み
重
ね

ら
れ
た
地
で
、
多
く
の
文
化
財
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
縄
文

時
代
を
代
表
す
る
釈
迦
堂
遺
跡
。

２
月
2
0日
に
県
内
外
の
研
究
者
が

集
い
、
出
土
品
の
世
界
的
価
値
が

再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
釈
迦
堂
遺

跡
博
物
館
は
も
っ
と
多
く
の
皆

さ
ん
に
訪
れ
て
頂
き
た
い
場
所
で
す
。
時

代
は
下
っ
て
、
白
鳳
期
の
寺
本
廃
寺
跡
や

奈
良
期
の
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
跡
に
佇
ん

で
、
往
時
を
偲
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
と
も

に
国
指
定
重
要
文
化
財
の
室
町
期
の
山
宮

神
社
と
江
戸
期
の
慈
眼
寺
は
そ
れ
ぞ
れ
改

修
を
終
え
た
ば
か
り
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。
も
う
ひ
と
つ
、
と
っ
て

お
き
の
場
所
を
ご
紹
介
し
ま
し
よ
う
。
行

基
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
笈
形
焼
の
起
源
に

関
わ
る
菩
提
山
長
谷
寺
で
は
、
「
私
だ
ち
と

一
緒
に
、
寺
を
護
り
、
創
っ
て
い
き
ま
せ

ん
か
」
と
呼
び
か
け
市
民
参
加
の
お
寺
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
由
緒
あ
る
山
寺

を
広
大
な
寺
域
と
と
も
に
併
せ
創
造
す
る

壮
大
な
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

釈迦堂遺跡博物館

釈迦堂遺跡館内収蔵品

■
桃
源
郷
の
さ
ら
な
る
輝
き
を
め
ざ
し
て

笛
吹
市
と
い
え
ば
温
泉
。
外
国
人
の
方

の
姿
を
多
く
見
か
け
、
賑
わ
い
を
み
せ
て

い
ま
す
が
、
笛
吹
市
の
経
済
活
動
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
観
光
産
業
の
中
心

地
、
石
和
・
春
日
居
温
泉
郷
に
活

気
を
取
り
戻
す
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
こ
の
た
め
、
市
名
の
由
来
と

な
っ
て
い
る
笛
吹
川
の
水
辺
空
間

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。「
ミ

ズ
ベ
リ
ン
グ
構
想
」
と
そ
れ
に
基

づ
く
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
「
川
中

島
合
戦
戦
国
絵
巻
」
に
連
動
し
た
集
客
能

力
の
高
い
施
設
の
整
備
、
伝
統
の
徒
歩
鵜

の
積
極
的
活
用
、
「
石
和
温
泉
花
火
大
会
」

の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
等
に
向
け
て
具
体
化

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

夢
の
超
特
急
リ
ニ
ア
を
間
近
で
ご
覧
頂

慈 眼寺 本堂

長谷寺

く
た
め
、
御
坂
町
と
八
代
町
の
ニ
ケ
所
に

「
リ
ニ
ア
の
見
え
る
丘
」
展
望
台
を
設
置

し
ま
し
た
。
山
梨
観
光
の
際
に
周
遊
コ
ー

ス
に
加
え
て
も
ら
え
る
よ
う
、
更
に
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

リニアの見える丘

日
本
一
桃
源
郷
が
、

春
だ
け
で
は
な
く
、
四

季
を
通
じ
て
彩
を
楽
し

め
る
ま
ち
、
や
す
ら
ぎ

と
笑
顔
溢
れ
る
ま
ち
を

め
ざ
し
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

■
最
後
に
お
願
い
・
・

。

県
人
会
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
を
得
て
、
2
6年
度
の
ふ
る
さ

と
納
税
は
２
月
現
在
、
前
年
度
比
3
0倍
増

の
3
6
0
0
万
円
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し

た
。
2
6年
度
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
８
月

と
出
遅
れ
た
た
め
、
お
礼
の
品
と
し
て

は
、
桃
が
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ぶ
ど
う
（
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
）
・
ワ
イ

ン
が
大
人
気
で
し
た
。
2
7年
度
は
、
日
本

一
の
桃
が
満
を
持
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

９
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１

夥しいトンネルを抜けて、勝沼ぶどう郷駅に着いた時、眼下にぱあっと甲府盆地のパノラマがひらける。

故郷に戻ってきたのだ、ここにつつまれて生きてきたんだというしみじみとした感慨を、山梨
県出身者な

ら、誰もが心のどこかで覚えるのではないだろうか
Ｏ

中央本線はここから甲府駅まで、なだらかな甲府盆地

の裾野を走り続ける。春ともなると、その甲州盆地の水域（笛吹川）に沿って、桃の花がい
っせいに咲き、

この世ともあの世ともあらぬ桃源郷があらわれる。夢みることと生きることは同じなのだ、すな
わちそれが

ふ る さ と で あ る ． こ の 奇 跡 の よ う な 風 土 か ら 幾 多 の 俳 人 、 歌 人 、 詩 人 が 生 ま れ て い る の で で=そ の 代 表 作 を

介 す る.
ｒ　　　　　　　　 ｓ.l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･.･!　　　　　　　･=、　　　　　　
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．　ト ッ プ バ ッ タ ー は 山 梨 を 代 表 す る 俳 人 、 飯 田 蛇 笏 （1885 ～1962 ） 旧 境 川 禎 身 丿

上･＼ ＝　
１･．

づ:4．
羊 ‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･:　　　　　･ ４r゙  4　　　　　11 1 1111. ` .？･　4jj .､.３･

の 霞 像 山 影41FI ブう せ イ1914 缶ｲ 乍丿　　　　　 丿
八　　

χ　 ＼.‥. ‥､ ‥
丿 十 丿 ｀卜;…

……4゛
几 ｀゚ -芋 の露 連 山影 を正 しﾌ:うす （1914 年作）

紹

眼 の 前 の 芋 の 葉 に 溜 ま る 露 、 そ れ が 周 囲 ぐ る り と め ぐ る 甲 斐 国 の 連 山 の 姿 か た ち を 映 し 出 し て
か る よ う

で 、 と て も み ず み ず し い
。 「 芋 の 露 」 と 「 連 山 」 の 間 に 、 甲 府 盆 地 が 横 た わ っ て ぃ る

こ
連 山 が

、
ぎ り っ と 襟

を 正 す か の よ う に 陰 駱 を 深 め て い る
。 高 く 連 な る 甲 斐 の 山 な み の 豊 か さ を 、 じ っ く り 味 わ い た い 。 続 い て

、

蛇 笏 の 息 子 で あ る 飯 田 龍 太
。 （1920 ～2007 ） 大 庄 屋 で あ っ た 飯 田 家 の 家 督 を 継 ぎ

、 ま た 蛇 笏 の 興 し た 俳 句

結 社 「 雲 母 」 の 主 宰 と な
っ た 。　　　　　　　　　

‥= つy　 …
…………I.。I　 △4j･’､･､､｡

］……
…､I
言ﾉ

＼］
フ………

…､万一万｡､
ぶ4 ス

ヤ==､/
しj,I:71; 、ヽ

い き い き と 三 月 生 る 雲 の 奥 （19593 年 作 ） ﾌﾟ ﾍﾟﾊ
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父 、 蛇 笏 の 端 正 に し て 陰 鸚 深 い 甲 斐 の 風 景 と は 相 違 し て 、 も の 柔 ら か い 眼 差 し が 感 じ ら れ る
。 雲 の 奥 か ら

三 月 が 生 ま れ る と い う 若 々 し い 生 命 の 躍 動
。 盆 地 と い う と 少 し 息 苦 し い 閉 塞 感 も あ る が 、 三 月 の 空 は と て も

－　　　　　　　　　　　　S　　4･　　　　　　 ＝ t 一自 由 で 、 そ こ か ら 新 た な 生 命 感 情 が 広 が る の だ
Ｏ｡。　　　

χ ・　………
１，

＼　　　　　　　　　　　 ＼　
………１･･=ｌ･ ･　

●　　　　　　　　 ●●･･　　
。･　　　　　　　 ｉ　　：　　　　　　　　　　　　　　　 。

：
･ ･･
。。　　　　　　　 。･　　　･･ ･　。｡･-。　　 １　　　 １１　　 。£。　　　　　　

卜･tl･　｡｡･｡一一か た フjk り 甲 斐 も 信 濃 も 雨 ９ 中 （ 卵 泳 作 冷 ………

…

…… ’゙`゙尚
…
…
…｡

→｡｡9’丿…
…

∧･＼…………………
、ﾚ

…… …T’=
ﾌﾟ｡ｿﾚ

梅 雨 時
め 袖 に 打 た れ て ひ

た す ら じ ち と し て ぃ る か た う む り
。 そ の 雨

中 が 幽 県
、 信 濃 ま で 広 力

弓
て ぃ る の

だ
、 ・ ・ ・ 蛇 笏 が 描 い た 連 山 の 彼 方 を 、 さ ら に 広 が る 世 界 と し て 観 照 し た 龍 太 の

、 自 在 さ 、 豊 か さ を 読 み と

り た い 。 続 い て
、 境 川 村 出 身 （1920 ～ ） の 詩 人 堀 内 幸 枝 の 詩 『詩 集 の ア ル バ ム 』 よ り

葡 萄 の 葉 と う す 紫
の 房 が 我 が 家 の 屋 根 に か か り　 そ の 影 が 縁 側 と 土 蔵

の 壁 に 落 ち て い る

葡 萄 棚 は
、

村 の 屋 根 か ら 川 原 ま
で 続 い て い て　 ど の 棚 の 下 に

い て も

一 日
中　 村 人 た ち の 話 し 声 が き

こ え て く る　 隣 の お ば あ さ ん の 声 と　 母 の 声 と （ 後 略 ）

こ の 詩 を 読 む と 、 戦 前 、 戦 後 を 通 じ て 変 わ ら ぬ 、 山 梨 桃 源 郷 の 村 の 風 景 が 思 い 浮 か ぶ
。 葡 萄 棚 の 下 で 囁 か

れ 、 伝 承 さ れ て ゆ く 思 い の 豊 か さ だ
。

歌 人 の 大 野 と く よ （1924 ～ ） は 旧 一 宮 町 で 出 生 、 父 は 村 長 だ っ た 。 大 野 と く よ は 桃 の 歌 人 と し て 知 ら

れ 、 笛 吹 市 内 に あ る 金 桜 園
、 一 宮 浅 間 神 社 に そ れ ぞ れ 歌 碑 が 建 て ら れ て い る 。

生 き の び る､
な 地 に 一 つ の 桃 を 食 む わ が ふ る さ と の 愛 は む に 似 て （ 金 桜 園

の 歌 碑 ）

ま た
無･ な な る 童 女 ひ そ か に 息 づ く

ご と 一 穎 の 桃 の 山 原 明 る と い う 代 表 歌 も あ り
、 故 郷 の 山 野

一 帯 に た わ わ に 実 る 桃 の 実 を 、 無 心 な 童 女 の 心 に 重 ね あ わ せ て い る
。 作 者 は 「桃 は 湧 き あ が る 故 郷 へ の 愛 の

象 徴 で あ り 命 の 実 感 」 と 語
っ て い る 。

最 後 に 、 こ の 桃 源 郷 の 地 に 根 付 き 、 ま さ に 故 郷 の 母 と し て 短 歌 を 書 き 続 け て き た 布 施 美 智 子 さ ん （布 施

智 樹 県 東 京 事 務 所 長 の 母 堂 ） の 歌 集 『 日 だ ま り
』 か ら 数 首 を 引 用 す る 。 「 二 時 半 に 我 が 田 は 賢 り 目 に

入 る は 山 端 の 限 る 細 長 き 空 」 「 漫 画 読 み
一 人 で 高 く 笑 い 居 る 子 に ま だ ま だ 長 き 我 等 と 思 う 」　

「 甲 州 葡 萄 こ ぎ て も 跡 に 何 植 え ん 我 等 限 り
の 農 に 戸 惑 う 」 「 死 な な い で と 我 が 手 を と り て 眠

る 孫 隣 家 の 葬 儀 終 わ り た る 夜 」 「 沈 む 陽 に 南 ア ル プ
ス 鮮 や か な り 飛 行 機 雲 も 夕 焼 け の 色 」

（文 責 ・ 山 下 雅 人 ）

10



11

意外に知らない

「ご金蔵破り」やら「大火」があり城としての体裁

を失くし、明治10 年には廃城となった。以降、舞鶴

城址公園として「城なき城址」として親しまれてき

たわけだが、近年城門等が再築され、本城再建の動

きもあるようだ。甲府駅北口、南口も再開発の途上

にあって、甲府の景観は動こうとしている。しかし

かつて甲府を活気付けて発展させた、官の意向に捉

われない商人たちの独自のパワーを、街の在り方と

して生かすことは、忘れてならないことだろう。

ｙ
●･
．

シ ル ク ハ ッ ト を 倒 さ １ に し て 、 そ の 帽 子 の 底 に 、 小 さ い 小 さ い 旗 を 立 て た 、

そ れ が 甲 府 だ と 思 え ば 、 間 違 い な い 。 き れ い に 文 化 の 、 し み と お っ て い る ま ち

で あ る 。 （太 宰 治 『新 樹 の 言 葉 』 よ り）

これほど美しく、また適切に甲府を形容している言葉もないだろう。

太宰治は昭和13 年秋、丼伏鱒二の紹介で、山梨の御坂峠の天下茶屋での暮らしを経て甲府に居を移し、

翌年には甲府在の女性と、30 歳で結婚した。小説『新樹の言葉』はその時期発表された。 20代の太宰治は

左翼運動の挫折、麻薬中毒と三度の自殺未遂・・精神病院に強制入院させられる等、「自らの主観的真実の

道が、世間からは狂人の振舞いと見られていたことを知り、大きなショックを受けた」（奥野健男）とされ

る。だから太宰治にとって甲府での新生活は、健全な市民としての生活感覚を取り戻し、新たな文学的モチ

ーフを求めようとする転換期だったのである。『新樹の言葉』の冒頭は「甲府は盆地である。四辺、皆、山

である。（中略）大きい大きい沼を掻乾して、その沼の底に、畑を作り家を建てると盆地だ。（中略）沼の

底、なぞというと、甲府もなんだか陰気なまちのように思われるだろうが、事実は派手に、小さく、活気の

あるまちである。よく人は、甲府を揺鉢の底、と評しているが、当たっていない。甲府は、もっとハイカラ

である」と記されている。

甲府はハイカラ・・・きれいに文化の、しみとおっているまち・・・という太宰治の直感は、その通りだ

と思うほかない。

甲府は甲斐の府中、すなわち甲斐国の文化、経済の中心の場として名付けられた城下町として発展してき

たことは確かだが、その経緯は単純ではない。武田信玄は擲圃ヶ崎館（現、武田神社）を拠点としたが壮麗

な城を築くことはなかった。この事から敵の攻撃を欺くためにわざと大きな城をｲ乍らなかったという通説が

あるが、当時要塞として支城を各地に作るのは戦略上普通のことであった。武田家滅亡後豊臣秀吉により甲

府城（舞鶴城）が築城され、江戸時代は幕府直轄となり甲府勤番が差配した。甲府藩とはいうものの領地を

支配したのは幕府から送られてくるいわば「雇われ領主」である。また甲府勤番は「山流し」ともいわれ左

に繋がり、城下町にもかかわらず、官の意向（幕藩体制）に捉われない商業中心の町の活気を生み出したよ

うだ。水晶の産地、蚕による絹の生産・・・それを江戸に届けるという流通の開拓・・地場産業を江戸へと

広げる商業中心地として甲府市街は活況を呈し、甲州商人の活躍する土台を築いたのだ。太宰治が甲府の町

を「ハイカラ」と評したのも、山国の城下町にもかかわらず、官の力に頼らず、商業文化町として自立させぺΣ。｜ ／ｌｑ ノＪ ノ Ｊ ｃ 匯ｒ しｙｙＬ リｙ Ｄ 、 μ-ｕ=∃リノＪμ4 1 ’111Jyに つ/､/･/･ﾉ ’１ノｌ-J ツ 、 にlv ノノＪvＬ ４９-tＪ フ ゝ　lｎJントこ人 ｜じ卜ＪＩ　 ｗ Ｑ Ｆコlf ，x･- に　 ｒ　ｙ ，

よ う と し た 自 由 な 空 気 （ 市 民 力 ） を 、 感 じ と っ た か ら だ ろ う 。 さ て 甲 府 城 は と い え ば 、 甲 府 勤 番 時 代 に は　r: …

…
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も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！

皆
様
、
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
し
た
。

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
　

広
報
担
当
の
長
田
圭
介
で
す
。

,八 ，
’フ

シ
ー
ズ
ン
は
、
横
浜
Ｆ
Ｍ
な
ど
で
監
督
を
務
め
た
樋
口
靖
洋
氏
を
監
督
に
招

聘
、
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
に
は
川
崎
Ｆ
な
ど
で
コ
ー
チ
を
務
め
た
望
月
達
也
氏
が
就

任
い

た
し

ま
し

た
。
ま
た

、
９

名
の
選
手

が
新
た
に
加
入
し
2
9名

体
制
で
臨
ん
で

い
き
ま

す

。チ

ー
ム

は
１

月
１９

日

～
3
0日
ま
で

静
岡

県
の

清
水
で
１
次

キ
ャ
ン
プ
を

実
施
し

、
フ

ィ

ジ
カ
ル
の
強
化

や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

の
向
上

を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
キ

ャ
ン

プ
の
最

終
日

に
は

、
静

岡
産
業
大

学
と
シ
ー

ズ
ン

初
の
練
習
試

合
を
行
い

、
地
元
・
山

梨
市
出
身

の
若

杉
選
手
、

神
奈
川

大
卒
の
ル

ー
キ
ー
伊

東
選
手

、
新
加

入
ブ
ラ

ジ
ル

人
ウ

ィ

リ

ア
ム

選
手
の

ゴ
ー
ル
で
４
－

Ｏ

で
勝
利
し

ま
し
た

。

樋
口

監
督
は
今
シ

ー
ズ
ン

の
戦
い

方
に

つ
い
て

「
甲
府
の

持
つ

良
さ
を
継

承
し

て
い

き

た

い
。
こ
れ
を

第
一
に
考
え
て

い
ま
す

。
一
言
で

言
え
ば

『
良
い

守
備
か
ら
の

選
択
肢
の

あ

る
攻
撃
』

、
こ

れ
を
構
築
す

る
こ

と
が
今

シ
ー
ズ
ン
の

目
的
を

達
成
す
る
た
め

の
最
大

の

キ
ー
ワ

ー

ド
に
な

る
と

思
い

ま
す

。
甲

府
の

持
つ

強
固

な
守

備
を

攻
撃
に

繋

げ
て

い

く
、
そ
の

攻
撃
が
単
発
に

終
わ
ら
ず

、
組
織
的
に

厚
い
攻
撃
に

な
る

、
こ
れ

が
得
点
力

を

上

げ

る
こ
と

に
な

り

、
失
点

の
少

な
さ

を

継
承
す

る
こ

と
に

な

る
と
強

く
思

っ
て

い
ま

す
」

と
話
し

、
ま

さ
に
最
終
日

の
練
習
試
合

は
、
そ
の
サ

ッ
カ

ー
を

体
現
し
た
試

合
内
容

と
な
り

ま
し

た

。

そ
の

後

、
チ

ー
ム
は
２

月
９

日

～
１７

日

ま
で

宮
崎

県
の
綾

町
で
２

次

キ
ャ
ン

プ

を
実
施

、
練

習
試

合

を
中

心
に
チ

ー
ム
戦
術

の
浸

透
を

図
り

ま
し

た

。
勝
敗
だ

け
を

見
ま

す
と
３

勝
１

敗
と

あ
る
程

度
の

成

果
を
上

げ
ま
し

た

が
、
勝

利
し

た

の

は

全

て

下

の

カ

テ

ゴ
リ

ー

の

チ

ー
ム
の
み

。
唯

一
同

じ
カ
テ

ゴ

リ

ー
で

あ

る
横
浜
Ｆ
Ｍ

と
の
試

合

は
Ｏ
－

２

で

敗
戦

。
内

容
的
に

は

守
備

面
で

多
く

の
課

題
が
見

つ

か

る
も
の

と
な
り
ま
し

た
。

２

次
キ

ャ
ン

プ

終
了

後
、
同

じ

Ｊ
Ｉ

ク
ラ

ブ
を
相

手
に
行

っ
た

練

習
試
合
は
清
水

に
Ｏ
－

１
で
敗

戦
、
開
幕
１
週
間
前
に
行
っ
た
Ｆ
Ｃ
東
京
に
は
Ｏ
－
Ｏ
の
引
き
分
け
と

に
徐
々
に
守
備
面
で
改
善
が
図
ら
れ
、
良
い
形
で
開
幕
戦
を
迎
え
ら
れ
そ

ご
つ
な
状
況
に
仕
上
か
つ
て
き
ま
し
た
。

最
後
に
今
シ
ー
ズ
ン
７
年
連
続
で
主
将
を
務
め
る
山
本
英
臣
選
手
か

ら
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
「
山
梨
県
人
会
連
合
会
の
皆

様
、
い
つ
も
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
中
、
厳

し
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
全
員
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
乗
り
越

一
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ヴ
ア
ン
フ
ォ
ー

一
レ
甲
府
に
関
わ
る
全
て
の
人
が
一
体
感

を
持
っ
て
一
緒
に
戦
い
ま
し
ょ

う
Ｉ・
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
」

12
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心
｀
年
の
山
梨
は
男

女
の
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
で
　

大
盛
」
上
が
り
と
な
る
こ
と
題

囁
い
な
し
だ
。

５
月
か
ら
ほ
ぼ
１
か
月
お
き
に
、
男
女
の
ト
ッ
プ
プ
ロ
が
県
内
４
か
所
の
ゴ
ル
フ
場
で
熱

い
戦
い
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
が
す
で
に
決
定
し
て
い
る
。

ま
ず
第
１
弾
が
５
月
四一
日
開
幕
の
女
子
ツ
ア
ー
・
リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト
レ
デ
ィ
ス
（
賞

金
総
額
8
0
0
0
万
円
）
。
上
野
原
町
の
メ
イ
プ
ル
ポ
イ
ン
ト
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ

る
。
そ
れ
か
ら
１
ヶ
月
も
た
た
な
い
６
月
2
5日
か
ら
、
今
度
は
男
子
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ツ
ア
ー

が
や
っ
て
く
る
。

Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｓ

パ
ン
ダ
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ッ
プ
が
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
北
杜
市
）
で

開
催
さ
れ
る
の
だ
。
圓
コ
ー
ス
で
男
子
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
る
の
は
、
1
9
9
5
年
の
タ
イ
ツ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
森
茂
則
が
優
勝
を
飾
っ
て
以
来
、
な
ん
と
2
0年
ぶ
り
。
当
時
は
冬｀ 寥ｹﾞ

の
足
音
が
近
づ
く
Ｈ
月
初
旬
の
開
催
だ
っ
た
だ
け
に
、
夏
ま
っ
さ
か
り
の
八
ヶ
岳
南
麓
で
の

開
催
は
、
ま
た
ひ
と
昧
違
っ
た
も
の
と
な
る
は
ず
。
さ
ら
に
Ｉ
ヶ
月
後
の
７
月
3
1日
か
ら
は

富
士
五
湖
エ
リ
ア
に
ゴ
ル
フ
フ
ァ
ン
の
熱
視
線
が
集
ま
る
。
鳴
沢
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
（
南
都
留

郡
鳴
沢
村
）
で
「
大
東
建
託
・
い
い
部
屋
ネ
ッ
ト
レ
デ
ィ
ス
」
が
行
わ
れ
る
。

５
月
下
旬
か
ら
続
い
た
「
サ
マ
ー
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

ー
ラ
ッ
シ
ュ
」
の
棹
尾
を
飾
る
の

が
、
す
で
に
お
な
じ
み
と
な
っ
て
い
る
富
士
桜
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
（
同
富
士
河
口
湖
町
）

で
開
催
の
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
ク
ラ
シ
ッ
ク
。
９
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
、
富
士
の
ふ
も
と
で
熱

い
戦
い
が
展
開
さ
れ
る
。
県
内
外
の
ゴ
ル
フ
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
、
今
か
ら
待
ち
遠
し
い

「
山
梨
の
夏
」
と
な
る
。

4
、
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首都圏で催された集いを紹介しています

月
一一一
日
に
八
王
子
日
本
閣
で
食
の
祭
典
と
共

一

に
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

当
日
2
7名
の
来
賓
を
含
め
、
約
１
５
０
名
を
集

め
た
盛
大
な
会
は
、
司
会
の
向
山
一
夫
常
任
理
事

の
開
会
の
辞
で
始
ま
っ
た
。
先
ず
中
村
忠
正
会
長

が
挨
拶
を
さ
れ
「
港
区
県
人
会
は
今
回
の
総
会
で
、
2
6

名
の
新
会
員
を
迎
え
、
本
日
そ
の
内
1
6名
が
出
席

し
て
い
る
。
当
会
も
こ
れ
か
ら
新
し
い
風
を
起
こ
さ

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
弦
間

会
長
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
『
ふ
る
さ
と
リ
ン
ケ
ー
ジ

２
０
０
』
の
実
現
を
可
能
に
す
る
も
の
だ
と
考
え
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
中
村
会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
て
議
事
に

入
り
、
総
て
承
認
可
決
さ
れ
た
。

続
い
て
来
賓
挨
拶
と
な
り
、
弦
開
明
山
梨
県
人
会

連
合
会
会
長
が
「
港
区
県
人
会
は
会
員
相
互
が
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
明
確
に
さ
れ
て
お
り
、
し
っ
か

り
し
た
目
的
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
社
会
貢
献
と
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
を
備
え
持
ち
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
存
在

で
あ
る
若
い
世
代
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
そ
れ
こ
そ

が
こ
れ
か
ら
の
組
織
や
社
会
を
造
り
上
げ
る
う
え
で

大
切
な
事
で
あ
る
と
思
う
」
と
述
べ
た
。
続
い
て
山

梨
県
東
京
事
務
所
の
布
施
智
樹
所
長
が
挨
拶
さ
れ
、

山
梨
県
政
も
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
後
の
観

光
客
の
増
加
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
の
進
捗

を
始
め
と
す
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
拡
充
・
改
善
等
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い
る
等
状
況
報
告
さ
れ

た
。
続
い
て
波
多
野
重
雄
元
八
王
子
市
長
が
挨
拶
さ

れ
「
八
王
子
は
古
く
格
式
の
高
い
歴
史
を
持
つ
。
由

緒
あ
る
こ
の
地
に
皆
様
を
お
迎
え
す
る
事
を
大
変
誇

り
に
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
最
後
に
内
田
孝
会

長
代
行
の
閉
会
の
辞
に
よ
り
、
総
会
は
滞
り
無
く
終

了
し
た
。

間
も
な
く

く
お
い
し

い
木
曜
日
》
と
題
し
か
懇

親
会
が
開
始
さ
れ
た
。
先
ず
中
村
忠
正

会
長

が
後

述
の
「
包
丁
式
に
つ

い
て
の
紹
介
と
、
同
じ
く
後

程
提
供
さ
れ
る
日
本
料
理
と

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
コ

ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
晩
餐
に
つ
い
て
の
説
明
を
さ

れ
た
。
続
い
て
舞
台
上
で
は
、
「
四

條
流
式
包
丁

刀
　

東
京
一
饌
会
（
い
っ
せ
ん
か
い
）
」
に
よ
る
古

式
包
丁
式
が
披
露
さ
れ
た
。
そ
れ
は
包
丁
と
真
魚
箸

（
ま
な
げ
し
）
の
み
で
鯉
を
一
切
手
を
触
れ
る
事
無

く
捌
い
て
行
く
伝
統
の
日
本
料
理
の
源
で
あ
る
荘
厳

な
技
術
で
あ
り
、
各
地
の
神
事
な
ど
で
披
露
さ
れ

る
。
続
い
て
井
上
幸
彦
元
警
視
総
監
と
田
辺
篤
甲
州

市
長
に
よ
る
来
賓
の
祝
辞
が
有
り
、
次
に
有
野
芳
邦

県
人
会
連
合
会
会
長
代
行
の
乾
杯
の
音
頭
で
、
会
食

が
始
ま
っ
た
。
冒
頭
演
田
貞
夫
日
本
閣
総
料
理
長

と
井
上
健
司
フ
ラ
ン
ス
料
理
長
の
挨
拶

が
あ
り
、

Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
＆
Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
の
晩
餐
が
始
ま
っ
た
。
そ
の

名
は
共
に
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
和
と

仏
の
両
料
理
か
ら
共
に
Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
と
称
さ
れ
る
と
こ

ろ
に
由
来
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
中
込
勝
子
県
人
会
連
合
会
副
会
長
の
中
締

め
の
挨
拶
で
、
９
時
に
閉
会
と
な
っ
た
。

ほ
う
と
う
会
忘
年
会

梨
の
次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
確
か
な
形

閻

で
築
か
れ
つ
つ
あ
る
。

1
2月
1
0日
、
千
代
田
区
内
幸
町
の
富
国
生
命
本
社

。

ビ
ル
の
2
8階
会
議
室
で
、
山
梨
県
人
会
連
合
会
青
年

部
主
催
の
「
ほ
う
と
う
会
　
忘
年
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。若

い

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
に
も
気
軽

に
参
加
で

き

る
よ

う
、
会
費
５
０
０
円

に
設
定
さ
れ
て
い
る

「

ほ
う
と

う
会
」

は
、
同
じ
場
所
で
す

で
に
２
度
開
催
さ
れ

て
い
る
「
や
ま
な
し

ワ
ン

バ
ン
ト
レ
ッ
ド

倶
楽
部
」
に
比
べ
る

と
非
常
に
カ
ジ
ュ
ア

14
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ル
な
雰
囲
気
。
2
0～
3
0代
の
若
い
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
な
ど
8
8人
が
参
加
し
た
。

小
林
央
青
年
部
長
の
司
会
に
よ
り
、
弦
開
明
県
人

会
連
合
会
会
長
の
開
会
の
挨
拶
。
続
い
て
小
川
朗
ワ

ン

バ
ン
ト
レ
ッ
ド
倶
楽
部
代
表
世
話
人
が
、
ほ
う
と

う
会
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
る
ワ
ン

バ
ン
ト
レ
ッ
ド

倶
楽
部
の
概
要
を
説
明
。
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第

３
回
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

ま
た
女
優
の
白
須
慶
子
さ
ん
や
落
語
家
の
林
家
英

平
さ
ん
な
ど
多
彩
な
出
席
者
か
ら
、
日
頃
の
活
動

や
、
今
後
の
予
定
な
ど
が
次
々
に
発
表
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
誰
も
が
積
極
的
に
名
刺
交

換
。
缶
ビ
ー
ル
片
手
に
ピ
ザ
な
ど
を
頬
張
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

三

郷

市

・
吉

川

市

山

梨

県

人

会

創

立

総

会

開

催

さ

れ

る

月
一
一一
日

に

三

郷

市

文

化

会

館

に
一
一一
名

の

三

郷

・

』

吉

川

両

市

在

住

の

山

梨

県

人

が

集

合

し

た

。

当

会

は

三

郷

市

在

住

の

甲

府

工

業

高

等

学

校

東

京

同

窓

会

常

任

幹

事

の

河

西

能

典

氏

が

数

年

来

持

ち

続

け

て

い

た

設

立

の

構

想

に

基

づ

き

、

地

元

の

広

報

紙

に

設

立

の

旨

掲

載

し

、

参

加

者

を

募

集

し

た

。

同

時

に

河

西

氏

の

大

縁

に

加

え

、

三

郷

市

在

住

の

山

梨

県

人

会

連

合

会

常

任

理

事

の

赤

坂

道

子

氏

の

人

縁

地

縁

活

用

等

の

全

面

協

力

を

得

て

、

昨

年
1
0
月
3
0
日

の

県

人

会

連

合

会

組

織

委

員

会

に

於

い

て

委

員

会

が

側

面

支

援

と

協

力

を

す

る

旨

の

決

定

を

経

て

、

設

立

総

会

の
日
を
迎
え
る
に

至
っ
た
。
当
日
は

三
郷
・
吉
川
両
市

の
広
報
紙
を
見
た

７
名
を
含
め
、
2
0

名
が
応
募
し
参
集

し
た
。
先
ず
発
起

人
代
表
と
し
て
、

河

西

能

典

氏

が

開
会
の
挨
拶
と
し

て
、
当
会
創
設
の

経
緯
を
述
べ
「
地
元
で
共
に
暮
ら
す
山
梨
県
人
の
親

睦
を
深
め
る
事
が
ら
同
じ
山
梨
ゆ
か
り
の
人
々
の
輪

を
拡
げ
て
行
き
た
い
の
で
、
当
会
へ
の
賛
同
と
今
後

の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
続
い
て
中

込
勝
子
山
梨
県
人
会
連
合
会
組
織
委
員
長
が
、
山
梨

県
人
会
の
組
織
と
活
動
等
の
現
状
に
つ
い
て
、
詳
細

に
解
説
し
、
更
に
「
山
梨
県
人
会
連
合
会
は
発
足
後
6
6

年
目
を
迎
え

、
幹
部
の
高
齢
化
や
休
眠
状
態
の
地

区
会
も
有
る
の
が
現
状
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
新
し
い

会
が
生
ま
れ
る
事
は
、
真
に
喜
ば
し
い
」
と
述
べ
、

併
せ
て
リ
ン
ケ
ー
ジ
２
０
０
等
、
山
梨
県
人
会
の
活

動
精
神
や
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
。
続
い
て

県
人
会
連
合
会
組
織
委
員
を
含
め
、
参
集
者
全
員
の

自
己
紹
介
に
移
っ
た
。
続
い
て
議
事
に
入
っ
た
。
①

役
員
の
選
任
・
河
西
能
典
氏
（
甲
府
市
住
吉
本
町
出

身
）
が
会
長
に
立
候
補
し
、
承
認
さ
れ
た
。
副
会
長

に
は
互
選
に
よ
り

、
宇
野
幹
二
氏
（
同
中
道
町
出

身
）
と
相
山
良
夫
氏
（
同
元
紺
屋
町
出
身
）
の
２
名

が
、
同
じ
く
事
務
局
長
に
野
呂
瀬
武
人
氏
（
南
ア
ル

プ
ス
市
若
草
町
出
身
）
が
選
任
さ
れ
た
。
②
会
の
運

営
上
の
基
本
事
項
や
会
費
等
に
つ
い
て
。
③
次
回
の

会
合
の
日
時
に
つ
い
て
等
が
協
議
さ
れ
た
。
そ
の
後

懇
親
会
が
行
わ
れ
、
連
合
会
の
中
込
勝
子
組
織
委
員

長
の
（

Ｉ
モ
ニ
カ
と
赤
坂
道
子
常
任
理
事
の
ウ
ク
レ

レ
の
伴
奏
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
全
員
で
合
唱
し
、
会

は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
内
に
終
了
し
た
。

平

成
一一
一
年

度

第

３

回

常

任

理

事
・
理

事

合

同

会

議

ｌ
Ｓ
:ｑ
Ｉ
 Ｉ
；
Ｘ６

日

午

後

１

時
一
一一
分

～

午

後

３

時

に

上

野

月
Ｕ
日
午
後
１
時
ｘ

分
～
午
後
３
時
に
上
野

一

精
養
軒
に
て
４７
名
の
常
任
理
事
及
び
理
事
が

集
合
し
た
。

会
は
伊
藤
朝
子
常
任
理
事
の
司
会
に
よ
り
、
先
ず

長
田
正

総
務
委
員
長

の
開
会

の
辞
に
よ
り
開
始
さ

れ
、
続
い
て
布
施
智
樹
山
梨
県
東
京
事
務
所
長
が

「

年

末

に
当

た

一
り
県
人
会
連
合

レ一
ド

仁

Ｊ
に

対

し

て

御

礼
申
し
上
げ
た

い
」
と
述
べ
、
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１

＆ ㈲:ｏrｍｏtiｏnPＯ
首都圏で催された集いを紹介しています

ま
た
最
近
の
山
梨
の
社
会
経
済
状
況
や
県
政
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
た
。

次
に
弦
間
会
長
が
挨
拶
さ
れ
、
「
先
日
副
会
長
の

深
沢
隆
氏
か
ら
『
前
回
の
当
会
議
に
初
め
て
出
席
し

た
際
、
議
事
の
真
剣
な
進
行
と
、
各
役
員
の
発
表
の

仕
方
や
そ
の
内
容
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
た
。
だ

か
ら
こ
そ
山
梨
県
人
会
が
、
全
国
の
県
人
会
の
中
で

第
３
位
の
実
績
を
挙
げ
て
い
る
事
も
良
く
理
解
で
き

る
』
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ
を
聞
き
大
変
嬉
し
く
思
う

と
同
時
に
責
任
を
強
く
感
じ
た
。
こ
の
事
が
県
人
会

の
会
員
に
広
く
伝
わ
り
、
県
人
会
連
合
会
の
活
動
に

関
心
を
持
っ
て
頂
く
事
が
大
切
で
あ
り
、
私
も
こ
の

精
神
を
忘
れ
ず
に
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
を
し
て
行

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

「
議
事
」
　
各
委
員
会
委
員
長
報
告

（
Ｉ
）
長
田
正
総
務
委
員
長
報
告
①
第
４
回
総
務
委

員
会
で
、
平
成
2
7年
新
春
賀
詞
交
歓
会
の
内
容
に
つ

い
て
決
定
し
た
。
ま
た
第
6
6回
総
会
の
件
に
つ
い

て
、
式
次
第
、
懇
親
会
、
収
支
予
算
に
つ
い
て
第
6
5

回
総
会
の
資
料
を
参
考
に
し
、
次
回
の
総
務
委
員
会

に
て
検
討
す
る
。
ま
た
平
成
2
6年
度
第
５
回
～
第
６

回
総
務
委
員
会
を
開
催
し
、
第
6
6回
総
会
・
懇
親
会

に
つ
い
て
協
議
す
る
。
②
第
１
回
予
算
委
員
会
を
平

成
2
7年
４
月
７
日
に
開
催
し
、
議
題
は
第
6
6回
総
会

に
つ
い
て
協
議
す
る
。
③
第
１
回
常
任
理
事
・
理
事

合
同
会
議
開
催
を
、
平
成
2
7年
４
月
1
4日
に
開
催
す

る
。
議
案
は
第
6
6回
定
例
総
会
議
案
に
つ
い
て

と

す
る
。
④
第
6
6回
定
例
総
会
実
行
委
員
長
に
つ
い
て

は
、
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
会
長
の
秋
山
智
史
様

（
平
成
1
9年
５
月
副
会
長
就
任
）
に
就
任
を
依
頼

し
、
快
諾
を
得
た
。

（
２
）
中
込
勝
子
組
織
委
員
長
報
告

①
第
３
回
組
織
委
員
会
に
於
い
て
、
三
郷
市
・
吉
川

市
山
梨
県
人
会
を
1
2月
2
3日
設
立
に
向
か
っ
て
準
備

中
で
あ
り
、
地
元
広
報
紙
へ
の
広
告
掲
載
や
、
人
縁

地
縁
に
よ
り
会
員
候
補
者
を
募
っ
て
い
る
と
報
告
さ

れ
た
。
②
第
４
回
組
織
委
員
会
に
於
い
て
、
保
坂
甲

斐
市
長
と
甲
斐
市
山
梨
県
人
会
創
立
に
つ
い
て
協
議

し
た
。
設
立
総
会
は
平
成
2
7年
１
月
2
2日
1
1
1
1

一
時
3
0分

よ
り
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
て
開
催
す
る
。
③
第

５
回
組
織
委
員
会
（
1
2月
1
2日
1
7時
開
催
）
に
於
い

て
、
甲
斐
市
県
人
会
設
立
の
世
話
人
代
表
と
事
務
局

（
甲
斐
市
秘
書
政
策
課
長
等
）
に
よ
り
協
議
が
行
わ

れ
、
甲
斐
市
県
人
会
の
設
立
趣
意
書
、
予
算
、
事
業

計
画
、
式
次
第
、
時
間
配
分
、
各
担
当
者
、
懇
親
会

内
容
等
を
決
定
し
た
。

（
３
）
事
業
委
員
会
中
岡
啓
子
委
員
長
報
告

①

や
ま
な
し
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
　

（
1
0月
2
3日
～
2
4

日
）
に
つ
い
て
。
主
な
目
的
と
し
た
県
内
首
長
訪
問

は
、
甲
斐
市
に
於
い
て
保
坂
市
長
か
ら
、
甲
斐
市
の

政
策
に
つ
い
て
講
演
を
受
け
、
南
ア
ル
プ
ス
市
で

は
中
込
市
長
か
ら
、
南
ア
ル
プ
ス
の

子
不
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
登
録
に
つ
い
て
、
富
士
川
町
で
は
志
村
町
長

か
ら
、
合
併
後
の
町
政
の
近
況
に
つ
い
て
聞
い
た
。

ま
た
山
梨
の
産
業
・
文
化
・
観
光
に
触
れ
る
機
会
と

し
て
は
、
都
留
市
リ
ニ
ア
見
学
セ
ン
タ
ー
、
韮
崎
市

民
俗
資
料
館
、
シ
ヤ
ト
レ
ー
・
ペ
ル
フ
ォ
ー
レ
ワ
イ

ナ
リ
ー
、
道
の
駅
富
士
川
、
市
川
三
郷
町
の
歌
舞
伎

文
化
資
料
館
、
県
立
考
古
博
物
館
等
見
学
し
か
。
収

支
報
告
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
予
算
通
り
（
参
加
人
数
4
2

名
）
と
な
っ
た
。
②
レ
モ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
（
Ｈ
月
３

日
実
施
）
に
つ
い
て
は
、
男
女
1
9名
ず
つ
3
8名
の
参

加
と
な
り
、
成
功
裏
に
終
了
し
か
。

（
４
）
　内
田
孝
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
委
員
長
報
告

①
第
４
回
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
委
員
会
に
つ
き
、

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
状
況
に
つ
い
て
、
申
し
出
件

数
、
金
額
に
つ
い
て
報
告

が
有
り
、
前
年
同
期
を

大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
旨
、
ま
た
活
動
状
況
と
し
て

は
、
各
委
員
が
県
人
会
や
同
窓
会
の
関
係
者
へ
の
呼

び
か
け
、
在
京
山
梨
政
経
懇
話
会
会
員
に
依
頼
文
書

送
付
及
び
知
事
と
ふ
る
さ
と
を
語
る
会
に
て
参
加
者

に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
呼
び
か
け
用
の
ブ
ー
ス
を

設
置
し
た
（
７
名
が
納
税
）
②
知
事
政
策
局
担
当
者

と
の
打
ち
合
わ
せ

・
協
議

の
機
会
を
１
月
に
持
て

る
よ
う
調
整
す
る
③
最
新
の
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
状

況
・
申
し
出
状
況
（
１９一
月
1
0日
時
点
）
と
し
て
、
件

数
　
５
０
２
件
（
前
年
同
期
１
４
２
件
）
　（
内
、
県

人
会
様
式
１
７
５
件
）
金
額
１
６
。
１
６
７
千
円

（
前
年
同
期
９
。
２
６
２
千
円
）
　（
内
、
県
人
会
様

式
8
9
8
7

千
円
）
で
あ
る
。

（
５
）
萩
原
能
成
広
報
委
員
長
報
告

①
「
富
士

の
国
」
平
成
2
7年
新
春
号
に
つ
い
て
先

ず
、
年
賀
名
刺
広
告
は
、
8
0件
申
込
み

（
前
回
7
8

件
）
を
頂
い
た
が
、
今
後
も
１
０
０
件
を
目
標
と
す
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る
。
②
各
会
の
会
長

や
来
賓

の
挨
拶

の
主
旨
等
を
的

確
に
紹
介
す

る
等
、
内
容

の
充
実
を
図

る
。
③
富
士

の
国

の
い
1
1
1
1

一
月
3
0
日
現
在

の
収
支
状
況
は

、
予
算
通
り

進
捗
し
て

い
る
。
①
平
成
2
7
年

の
富
士

の
国

に
つ
い

て
は
、
各
地
区
会
等

個
別
県
人
会

の
会
合

や
催
し

、

連
合
会

の
各
種
活
動

、
ま

た
同
時

に
山
梨
県
各
市
町

村

の
イ

ベ
ン
ト
等
を

幅
広
く

掲
載
し

、
県
民
と
県
人

の
一
体
感
を
よ
り
一

層
深

め
る
た
め

の
ツ
ー
ル
と
し

て
役
立
て

た
い
。
各
会

の
平

成
2
7年

の
活

動
内

容
等

が
決
定

さ
れ
次
第

、
広
報
委

員
会

に
情
報
を
頂

き
た

い
（
専
用
用
紙
有
）

（
６
）
坂
井
寛
子
芸
能
委
員
長
報
告

平

成
2
7
年

賀

詞
交

歓
会

に

お
け

る
芸
能

の
出

し

物

は

、
若

柳
流
会
主
代

表
　

若

柳
侑
寿
会
主
に
よ
る
新

年

祝
い
の
日
本

舞
踊
「
鶴
亀
」
　（
５

分
間
）
　・
笛
吹

も
も
香
さ
ん
の
歌
謡
曲
５

曲
（
1
5分
間
）
と
す
る
。

司
会

の
伊

藤
朝
子

氏
が
総
て
の
議
事

が
終
了
し
た

旨
述

べ
、
午
後
三
時
に
閉
会
し
た
。

「

女

性

の

会

」
と

合

同

の

新

春

の

集

い

を

開

催

田
谷
区
山

梨
県
人
会
の

新
年
会

は
、
昨
年
の

口

総
会
時
ヽ

毎
年
１

月
１５

日
・
１６
日
に

行
わ
れ

る
東

京
都
及

び
世
田

谷
区
指
定
の

無
形
文
化
財
「
ボ

ロ
市

」
を
見
学
し

た
後
、
新
春
の

集
い
を
行
お
う
と

「
女
性
の

会
」
の

皆
様
と
決
め
て

、
本
年
の
１
月
１５

日
に
新
春
の
集
い
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

「

ボ
ロ
市
」
は
、
1
5
7
8

年
北
条
氏
政

の
世
田

谷
城
下
の
楽
市
よ
り
始
ま
り
、
今
年
で
４
３
７
回
目

－

ｒ

ｉｒ

ｒ

ｌ‐

ｒ
.
~
i
･
g
l
.

＆

が
開
催
さ
れ
た

伝
統
あ
る
市
で

す
。
世
田
谷
代

官
屋
敷
を
中
心

に
当

初

は

農

耕

…
……

具

が
中

心

の

市

で

し

た

が
近

年

は

、

７

０

０

店

近
く
の
露
天
商

が
出
店
す
る
市

に
発
展
し
て
大

変
な
盛
況
を
博

し
て
い
ま
す
。

当
日

は
あ

い
に
く
の
雨
天

で
し
た
が
、
総
勢
2
0
名

（
女
性

の
会
９

名
）
　の
参

加
者

が
あ
り
、
思

い
思

い

に
ボ
ロ
市

の
各
お
店
を
見

て
廻
り
、
午
後
一
時
に
三

軒
茶
屋

の
「
銀
座
ア
ス
タ
ー
」
に
集
合
し
て
合
同
の

新
春
の
集

い
を
行

い
ま
し
た
。

ボ
ロ
市

の
お
店
の
お
話
や
購
人
し
た
商
品
の
話
題

で
楽

し

い
時
間
を
過
ご
し
、
め

っ
た
に
お
話

が
出
来

な

い
「
女
性
の
会
」
の
皆
様
と
親
し
く
親
睦

が
図

れ

た
事
は
、
大
変
有
意
義
な
新
春
の
集

い
と
な
り
ま
し

た
。
又
、
今

回
は
、
男
女
２
名

の
新
会
員
を
お
迎
え

し
て
新
た
な
年
を
祝
え

た
事
は
、
世
田
谷
区
県
人
会

一
同
に
と
り
大
変
な
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
・
世
田
谷
区
山
梨
県
人
会
副
会
長
　

粟
沢
隆
盛
）

十
士
会
新
年
会
開
催
さ
れ
る

ｉ
；
；；
;日

ア

ル

カ

デ

ィ

ア

市

ヶ

谷

に
一一一
名

が

集

謳

合

し

た

。

会

は

千

須

和

理

事

の

司

会

に

よ

り

、

先

ず

甲

府

市

の

「

と

り

も

っ

隊

」

代

表

の

土

橋

克

己

氏

の

講

演

が

有

っ

た

。

土

橋

氏

は

甲

府

市

の

職

員

仲

間

と

、

ド

ー

ナ

ツ

化

し

て

行

く

甲

府

の

中

心

街

に

危

機

感

を

持

ち

、

街

興

し

に

つ

い

て

市

民

活

動

と

し

て

職

員

仲

間

と

話

し

合

い

、

模

索

を

重

ね

、

「

と

り

も

っ

」

を

Ｂ

‐

Ｉ

グ

ラ

ン

プ

リ

で

ゴ

ー

ル

ド

グ

ラ

ン

プ

リ

獲

得

さ

せ

る

に

至

っ

た

。

更

に

市

役

所

職

員
1
0
名

で

「

甲

府

鳥

も

つ

煮

で

み

な

さ

ま

の

縁

を

と

り

も

つ

隊

」

の

結

成

に

繋

が

り

、

街

興

し

の

活

動

も

本

格

化

し

て

い

る

。

例

え

ば

甲

府

の

路

地

横

丁

の

掘

り

起

し

等

、

故

郷

愛

と

情

熱

溢

れ

る

も

の

で

あ

っ

た

。

会

は

懇

親

会

に

移

り

、

先

ず

十

士

会

の

飯

窪

光

隆

会

長

が

「

十

土

会
も
若
い
集
団
な

の
で
、
故
郷
の
為

に
何
か
一
つ
で
も

お
役
に
立
て
る
事

が
出
来
る
よ
う
な

気
持
ち
で
活
動
を

し
た
い
」
と
挨
拶

し
た
。
次
に
来
賓

の
挨
拶
に
入
り
、

山
梨
県
東
京
事
務

所
の
布
施
智
樹
所

長
が
「
富
士
山
の
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PｏけＶ ＆ ㈲:ｏrｍｏ↑iｏn
首都圏で催された集いを紹介しています

世
界
文
化
遺
産
登
録
等
を
始
め
と
す
る
県
内
産
業
の

活
性
化
策
と
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
策
を
、
近
隣

都
県
と
の
連
携
策
も
取
り
つ
つ
推
進
し
て
い
る
」
等

現
状
に
つ
い
て
述
べ
た
。
続
い
て
山
梨
中
央
銀
行
東

京
支
店
の
荻
原
政
行
支
店
長
が
挨
拶
に
立
ち
「
地
方

銀
行
協
会
の
最
重
要
課
題
と
し
て
、
地
方
再
生
の
総

合
戦
略
作
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
金
融
機
関
も
行
政

と
共
に
知
恵
と
実
行
力
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い
」
と

述
べ
た
。
最
後
に
山
梨
県
人
会
連
合
会
の
長
沼
真
事

務
局
長
が
「
県
人
会
活
動
に
よ
り
会
員
相
互
の
繋
が

り
を
深
め
て
頂
き
た
い
が
、
そ
れ
に
加
え
て
そ
の
繋

が
り
を
い
か
に
生
か
す
か
考
え
て
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
て
こ
そ
、
実
が
結
ば
れ
る
」
と
述
べ
た
。
続

い
て
森
本
武
典
副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
、
和
や
か

な
歓
談
が
新
会
員
の
参
加
も
得
て
賑
や
か
に
進
め
ら

れ
、
９
時
前
に
田
辺
敏
晃
副
会
長
の
中
締
め
の
挨
拶

に
よ
り
、
盛
会
の
内
に
会
は
終
了
し
た
。

甲

斐

市

山

梨

県

人

会

設

立

総

会

開

催

さ

れ

る

月
一一一
日

、
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

に
来
賓
８

題

名
を
含
む
４７
名
が
参
集
し
た
・

会
は
先
ず
①
開
会
の
挨
拶
で
中
込
勝
子
県
人
会
連

合
会
組
織
委
員
長
が
発
足
ま
で
の
経
緯
と
、
「
こ
の

甲
斐
市
山
梨
県
人
会
を
更
に
大
き
く
育
て
る
為

、

故
郷
へ

の
貢
献
等
参
加

の
意
義
を
感
じ

る
会
に
し

た
い
」
と
述
べ
た
。
続
い
て
②
会
の
設
立
趣
旨
説
明

及
び
会
則
承
認
と
な
り
、
甲
斐
市
秘
書
政
策
課
長
の

内
藤
博
文
氏
が
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
③
役

員
選
出
が
行
わ
れ
、
会
長
に
込
山
進
氏
（
山
梨
農
林

東
京
圈
同
窓
会
長
）
が
承
認
さ
れ
、
副
会
長
に
飯
窪

光
隆
氏
（
山
梨
県
人
会
十
士
会
長
）
長
谷
部
条
氏

（
（
株
）
甲
斐
路
苑
代
表
取
締
役
）
中
村
己
喜
雄
氏

（
甲
斐
市
商
工
会
長
）
の
３
名
の
外
、
各
役
員
が
選

任
さ
れ
た
。
続
い
て
④
会
長
挨
拶
で
込
山
進
氏
が

「
甲
斐
市
が
現
在
山
梨
県
下
で
第
二
位
の
人
口
を
抱

え
る
市
に
な
っ
て
い
る
の
は
大
変
感
慨
深
い
が
、
県

人
会
組
織
に
つ
い
て
は
既
に
幾
つ
も
有

る
市
町
村

県
人
会

が
有
る
中
で
、
何
れ
に
も
負
け
な
い
活
動

を
目
指
し
て
行
き
た
い
」
と

述
べ
た
。
⑤
市
長
挨
拶
で
保

坂
武
市
長
は
「
予
て
か
ら
甲

斐
市
も
県
人
会
を
是
非
創
ら

ね
ば
と
考
え
て
い
た
が
、
４

か
月
の
準
備
期
間
を
経
て
今

日
に
漕
ぎ
着
け
た
。
県
人
会

の
中
込
組
織
委
員
長
さ
ん
達

か
ら
も
激
励
を
受
け
、
地
元

の
有
力
者
の
皆
さ
ん
に
も
理

解
と
助
言
も
頂
く
事
が
出
来

た
が
、
甲
斐
市
の
発
展
に
繋

が
る
よ
り
良
い
も
の
に
造
り

上
げ
た
い
」
と
述
べ
た
。
⑥

そ
の
後
議
事
に
入
り
、
平
成
2
6

年
度
及
び
2
7年
度
事
業
計

画
・
平
成
2
6年
度
及
び
2
7年

度
予
算
案
の
議
案
に
付
い
て
そ
れ
ぞ
れ
承
認
可
決
さ

れ
た
。
以
上
で
設
立
総
会
が
終
了
し
、
懇
親
会
と

な
っ
た
。
長
谷
部
条
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
、
込
山

進
会
長
の
挨
拶
、
保
坂
武
甲
斐
市
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
挨
拶
が
弦
間
明
山
梨
県
人
会
連
合
会
長
よ
り

行
わ
れ
「
歴
史
の
古
い
山
梨
県
人
会
を
活
性
化
し
、

未
来
に
繋
げ
て
行
く
上
で
新
し
い
甲
斐
市
山
梨
県
人

会
の
誕
生
と
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
人
々
と
の
出
会
い

を
喜
び
た
い
。
ま
た
会
の
趣
意
書
の
内
容
も
素
晴
ら

し
く
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
と
し
て
も
、

甲
斐
の
語
源
で
あ
る
、
『
交
わ
り
』
即
ち
人
と
人
と

の
融
合
の
中
か
ら
新
し
い
文
化
を
生

み
出
し
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
県
人
会

に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
。
、
続

い
て
山
梨
県
東
京
事
務
所
の
布
施
智

樹
所
長
が
「
先
ず
、
今
正
に
地
方
創

生
か
国
全
体
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

時
、
首
都
圏
と
地
方
と
の
交
流
と
い

う
時
流
を
得
た
事
業
で
あ
る
、
甲
斐

市
山
梨
県
人
会
創
設
に
携
わ
っ
た

人
々
の
熱
い
思
い
に
敬
意
を
表
し
た

い
」
と
述
べ
、
更
に
山
梨
県
政
の
現

状
説
明
等
行
っ
た
。
続
い
て
来
賓
紹

介
の
後
、
和
や
か
な
内
に
も
賑
や
か

な
数
々
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
出
た

後
、
最
後
に
中
村
己
喜
雄
副
会
長
の

閉
会
の
挨
拶
で
午
後
２
時
過
ぎ
に
会

は
盛
会
の
内
に
終
了
し
か
。
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小

金
井
市

山
梨

県
人

会
一一一
年
度

総
会
・

新
年

会
（
新
春
の

集
い

）
開

催

ア
ツ
ト
ホ
ー
ム
な
温
か
さ
を
繋
げ
る
会
に

山
梨
に
所
縁
の
深
い
中
央
線
沿
い
に
は
、

「
国

分
寺

市
」
　「

武

蔵
野

市
」
　「
小

金

井
市

」
等

と

、
県

人
会

が
早

く
か
ら
作
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
要

と

い
う

べ
き
小
金
井
市

県
人
会
（
武
井
正
明

会
長
）

の
総
会

・
新
年
会

（
新

春
の
集

い
）
が
、
１
月

財
］日

（
土

）
武

蔵
小

金

井

駅

北
口
前

、

「
レ

ス

ト
ラ

ン

葦
」
で

開
催
さ
れ
3
0名

が
参
加
し
た
。
「
山
梨
県
も

県
人
会

組
織
も
活

性
化

し
て
き
て

い
る
。
リ
ニ
ア
中

央
新
幹

線
開
通
の
見

通
し
も
た
ち
、
新
し

い
時
代
の

幕

開
け
と
な
る
山
梨
の
活
動
を
、
小

金
井
市
県
人
会

と

し
て
も
生
か
し
た

い
」
と
語
り
、
小
金
井
市
の
懸

案

だ
っ
た
ゴ
ミ
処
理
場
施
設

が
４

市
合
同
と
し
て
日

野
市

に
出

来

る
こ

と

や
南

口

の
再

開
発

等

、
前

進

し
て

い
る
市

の
状

況

を

説
明

し

た
。

武
井

会
長

は

都
留

市
出

身

で

、
上

京

し
て

日
本

電

電
公

社

（
現

Ｎ
Ｔ
Ｔ

）
に
奉
職
、
労
組
の
支
援
を
受
け
て
3
0
歳
で

小

金
井
市
会
議
員
と
な
り
７
期
2
8
年
務
め

た
。
そ

れ

だ
け
に
地
元

商
工

関
係
者
と
の
繋

が
り
は
強
く

、
賛

同
す
る
法
人
会
員

が
多

い
の
も
会
の
特
徴
と
な

っ
て

い
る
。
総
会
終
了
後
、
来
賓
と
し
て
弦
間
明
県
人
会

連
合

会
会

長

は

「
初

め

て
参

加

さ
せ

て
も

ら

っ

た

が
、
ユ
ニ

ー
ク
で
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
会
の
雰
囲
気

に

和
み
、
武
井
会
長
の
示

し
た
発
展

の
意
欲
を
こ
こ

ろ

強
く
感
じ
た
。
ふ

る
さ
と
を
介
し
た
出
会

い
が
交
流

と
な
り
、
や
が
て

大
き
な
絆
へ
と
広

が
る
こ
と
が
大
切

だ
」
等
と
挨
拶
し

た
。
布
施
智
樹
県

東

京

事

務
所

長

は
、
ふ
る
さ
と
納

税
が
例
年
の
３
倍

増
に
達
し
て
い
る

こ
と
や
、
人
口
減

少
の
中
で
ふ
る
さ

と
創
生
を
ど
う
す

る
か
等
、
知
事
交

代
と
い
う
節
目
に
あ
る
山
梨
の
現
況
を
語
っ
た
。
稲

葉
孝
彦
小
金
井
市
長
（
千
葉
県
出
身
）
や
木
村
基
成

都
議
会
議
員
（
東
京
都
出
身
）
も
挨
拶
し
た
。
な
お

当
日
は
法
人
会
員
を
代
表
し
て
本
間
敏
弘
氏
（
北
海

道
出
身
・
本
間
不
動
産
経
営
）
が
乾
杯
の
音
頭
を
と

り
、
志
村
恒
雄
副
会
長
（
甲
府
市
出
身
）
が
総
会
の

進
行
や
閉
会
の
辞
を
述
べ
た
。

古
里
で
役
員
会
と
新
年
会
、
親
睦
深
め
る

桃
源
文
化
会
館
で
「
北
岳
絶
唱
」
を
愛
唱
歌
に

南
ア
ル
プ
ス
市
山
梨
県
人
会

ア
ル
プ
ス
市
山
梨
県
人
会
（
有
野
征
雄
会

圃

長
）
は
、
役
員
会
と
新
年
会
を
、
山
梨
・
南

ア
ル
プ
ス
市
桃
源
文
化
会
館
で

開
き
、
役

員
一一一
名
中
4
1

名
と
招
待
者
他
と
合
わ
せ
て
5
1
名
が
参
加
し
た
。

志
村
嘉
雄
副
会
長
の
司
会
で
役
員
会
は
始
ま
り
中

岡
副
会
長
の
開
会
、
中
込
市
長
の
挨
拶
、
つ
い
で
有

野
会
長
の
挨
拶
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
を
引

き
合
い
に
「
国
の
地
方
創
生
に
山
梨
も
遅
れ
を
取
ら

な
い
よ
う
に
進
め
る
必
要

が
あ
る
」
と
言
っ
た
も

の
と
、
会
長
の
愛
読
書
か
ら
引
用
し
た
、
―
％
の
力

「
生
き
る
ヒ
ン
ト
」
で
し
た
。

議
事
は
第
５
回
総
会
を
５
月
3
0日
（
土
）
に
山

梨
・
南
ア
ル
プ
ス
市
桃
源
文
化
会
館
で
開
催
す
る
事

や
総
会
の
概
要
、
そ
し
て
甲
府
市
在
住
の
作
曲
家
・

望
月
吾
郎
さ
ん
の
作
曲
で
、

子
不
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

に
登
録
さ
れ
た
南
ア
ル
プ
ス
北
岳
を
歌
っ
た
「
北
岳

絶
唱
」
を
同
県
人
会
の
愛
唱
歌
に
す
る
事
な
ど
が
承

認
さ
れ
た
。

中
込
博
文
市
長
は
６
月
に
レ
ス
ト
ラ
ン
、
直
ズ
エ

リ
ア
が
開
園
予
定
の
農
林
業
の
６
次
化
産
業
化
施
設

「
南
ア
ル
プ
ス
完
熟
農
園
」
に
つ
い
て
触
れ
「
東
京

圈
と
農
村
交
流
の
モ
デ
ル
と
な
る
町
づ
く
り
を
進
め

た
い
、
多
く
の
集
客
に
向
け
支
援
を
」
と
呼
び
か
け

た
。同

農
園
は
中
部
横
断
道
南
ア
ル
プ
ス
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
近
く
に
整
備
さ
れ
、
市

が
出
資
す
る

「
㈱
南
ア
ル
プ
ス
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」
が
運
営
す
る
。

役
員
会
で
は
同
社
の
担
当

者
が
施
設
の
概
要
を
説

明
、
第
三
者
割
当
増
資
で
財
務
基
盤
の
強
化
を
図
る

と
し
て
、
出
資
を
要
請
し
た
。
「
南
ア
ル
プ
ス
完
熟

農
園
」
に
関
す
る
質
疑
応
答
で
は
参
加
者
か
ら
熱
の

こ
も
っ
た
質
問
や
要
望
が
出
さ
れ
た
。
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矢
崎
副
会
長
の

閉
会
の
辞
で
役
員

会
は
終
了
と

な

る
。新

年
会
で
は
、

猪
又
事
務
局
長
、

複
本
事
務
局
次
長

の
司
会
で
、
厚
芝

副
会
長
の
開
会
挨

拶
、
斉
藤
県
議
、

西

野
市
議
　（
当

会
常
任
理
事
）
の

祝
辞
と
進
み
有
野

顧
問
の
音
頭
で
乾

杯
。
地
元
産
食
材

に
よ
る
料
理
が
運

ば
れ

る
中
、
甲
府
市
出
身
の
演
歌
歌
手

・
美
南
ひ

ろ

こ

さ
ん
や
望
月
吾

郎
さ
ん
の
歌
謡

シ
ョ

ー
も
あ
り
出

席
者
は
交
流
を
深
め
た
。

間

も

な
く
発

表

に

な

る
愛

唱

歌

『
北
岳

絶
唱

』

（
細
川

た
か
し
歌
唱
）
　の
披

露
に
続
い
て
明

ら
か
に

さ
れ
た

の
が
、
同
曲
を
中
込
市
長

の
歌
唱
で
発

売
す

る
と
言
う
構
想
だ

。
中
込
市
長

に
よ

る
、
北
岳

絶
唱

の
歌
唱
も
行
わ

れ
。
最
後
は
内
池
市
議

（
当
会

副
会

長
）
の
音
頭
で
万

歳
三

唱
、
丸
山
副
会
長
の
閉
会

の

挨
拶
で
閉
会
し
た
。

第
９３
回

久
那
土
郷
友
會
開
催
さ
れ
る

：
　

夕
に
流
れ
つ

き
せ
ぬ
三
沢
の
川
辺
・
・
廃
校

口

の
決
ま
っ
た
久
那
土
小
校
歌
を
全
員
で
歌
う

旧
久
那
上
村
（
現
身
延
町
）
出
身
者
に
よ
る
久

那
上
郷
友
会
（
今
村
友
芳
会
長
）
が
、
１
月
2
5日

（
日
）
、
新
宿
「
地
中
海
ク
ル
ー
ズ
」
で
開
催
さ
れ
1
5

名
が
出
席
し
た
。

深
潭
岩
雄
氏
の
司
会
に
よ
り
、
先
年
亡
く
な
っ
た

吉
川
忠
雄
元
会
長
に
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
。
今
村

会
長
は
「
高
齢
化
が
進
み
7
0代
以
下
の
参
加
者
が
無

い
の
で
、
近
親
者
に
も
声
が
け
を
し
て
ほ
し
い
。
母

校
の
久
那
土
小
は
昨
年
入
学
生
か
Ｉ
人
で
、
在
校
生

は
3
6名
・
中
学
は
2
3名
で
、
小
、
中
学
と
も
廃
校
が

決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
残
念
だ
」
と
語
り
、

内
藤
智
雄
副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
に
移
っ

た
。
久
那
上
と
い
う
地
名
は
現
在
で
は
身
延
線
「
久

那
上
駅
」
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
同
会

の
県
人
会
と
し
て
の
歴
史
は
古
く
、
約
半
世
紀
前
に

発
足
し
て
い
る
。
地
元
の
中
・
高
校
を
卒
業
後
、
縁

故
を
頼
っ
て
上
京
、
千
代
田
区
界
隈
の
卸
問
屋
や
建

材
店
に
奉
職
す
る
者
が
多
か
っ
か
。
そ
の
久
那
土
出

身
の
集
ま
り
な
の
で
、
愛
郷
心
は
ひ
と
き
わ
強
く
、

往
時
は
9
0名
近
い
参
加
者
が
あ
り
、
年
２
回
開
催
さ

れ
て
い
た
と
い
う
。
浅
草
橋
に
あ
る
（

ン
ド
バ
ッ
ク

の
国
内
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
「
プ
リ
ン
セ
ス
」
に
5
0年

在
職
し
た
と
い
う
深
潭
岩
雄
氏
は
「
創
業
者
が
山
梨

（
記
・
南
ア
ル
プ
ス
市
山
梨
県
人
会
事
務
局
）
　
　
県
人
な
の
で
社
員
は
同
郷
者
が
多
く
、
甲
州
弁
が
飛

び
交
っ
て
い
た
」
と
語
っ
た
。
経
営
の
実
質
的
ト
ッ

プ
た
っ
た
望
月
孝

氏
は
俳
人
と
し
て

も
知
ら
れ
る
文
化

人
で
あ
り
、
「
本

物
を
知
る
こ
と
が

大
切
」
と
し
て
音

楽
会
や
美
術
展
に

社
員
を
引
き
連
れ

て
、
情
操
の
涵
養

に
努
め
さ
せ
た
と

い
う
こ
と
だ
。
だ

が
昭
和
4
0年
以
降
は
大
卒
採
用
中
心
に
な
っ
た
た
め

社
風
が
変
わ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
久
那
上
小
・

中
学
校
が
廃
校
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
そ
の
記

憶
は
失
せ
る
こ
と
は
な
い
、
そ
れ
が
古
里
と
い
う
も

の
・
・
そ
こ
に
会
存
続
の
意
義
が
あ
る
よ
う
だ
。
カ

ラ
オ
ケ
や
籤
引
き
を
楽
し
み
「
朝
夕
に
流
れ
つ
き
せ

ぬ
三
沢
の
川
辺
、
さ
な
が
ら
に
幾
代
つ
た
え
て
、
わ

が
校
舎
は
尊
く
た
て
り
」
と
、
久
那
上
小
校
歌
を
全

員
で
歌
っ
た
。

平
成
２６

年
度
文
部
科
学

省
　

山
梨
県
ゆ
か

り

の

会

開

催

梨
フ

ア
イ

ト

ー
文
化

・

教
育

活
動

に
力

圀

を
・
・
文
科
省
官
僚
ト
ッ
プ
の
集
う
県
人
関

係
者
、
一
Ｗ
名
の
会

文
部
科
学
省
・
山
梨
県
ゆ
か
り
の
会
（
山
中
伸
一

会
長
・
都
留
市
出
身
、
文
部
科
学
事
務
次
官
）
が
１

20

｜



ぷ

月
2
7日
（
火
）
午
後
７
時
半
よ
り
千
代
田
区
「
全
国

町
村
会
館
」
で
開
催
さ
れ
、
6
0名
が
参
加
し
た
。
山

中
会
長
は
「
文
科
省
と
し
て
は
地
方
創
生
か
大
き

な
テ
ー
マ
で
、
山
梨
が
元
気
に
な
っ
た
な
と
い
え
る

活
動
を
し
た
い
。
地
域
医
療
の
充
実
や
各
地
域
で

の
景
気
の
回
復
等
、
そ
こ
で
働
け
る
場
が
あ
る
山
梨

と
す
る
た
め
に
は
、
山
梨
大
学
、
ま
た
県
の
教
育
機

関
の
活
動
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
い
よ
い

よ
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
な
る
の
で
、
山
梨
を
よ
り
楽

し
く
明
る
く
す
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ

た
。
来
賓
と
し
て
赤
池
誠
章
文
部
科
学
大
臣
政
務
官

（
甲
府
市
出
身
）
は
「
昨
年
秋
に
文
科
省
政
務
官

に
拝
命
さ
れ
出
向
い
た
と
こ
ろ
山
梨
県
出
身
者
が
多

く
、
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
き
た
よ
う
な
温
か
い
思
い

が
し
た
。
山
梨
は
教
育
人
材
輩
出
県
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
の
で
、
教
育
再
生
の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
山

梨
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
皿
の

方
々
も
含
め
て
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
前
進
し
た
い
」

と
語
っ
た
。
雨
宮
忠
・
文
教
協
会
会
長
（
甲
府
市
出

身
）
が
「
コ
ピ
ッ
と
し
た
い
人
も
コ
ピ
ッ
と
し
た
く

な
い
人
も
楽
し
く
歓
談
し
よ
う
」
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
に
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
た
。
会
半
ば
、
今
春
で

退
任
す
る
前
田
秀
一
郎
山
梨
大
学
学
長
が
、
新
学
部

創
設
に
あ
た
っ
て
の
文
科
省
の
支
援
に
謝
辞
を
述

べ
、
４
月
か
ら
学
長
に
就
任
す
る
島
田
員
路
山
梨
大

学
医
学
部
付
属
病
院
長
も
挨
拶
し
た
。
阿
部
邦
彦
県

教
育
長
は
「
山
梨
を
変
え
る
子
ど
も
た
ち
を
育
成
し

た
い
」
と
具
体
的
な
展
望
を
語
っ
た
。
山
梨
大
学
、

県
教
育
委
員
会
、
県
庁
の
各
関
係
者
も
、
そ
れ
ぞ
れ

紹
介
さ
れ
た
。

な
お
当
日
は
鞠
子
雄
志
生
涯
学
習
政
策
局
企
画
調

整
係
長
（
旧
甲
西
町
出
身
）
が
司
会
進
行
を
務
め
、

内
田
弘
保
元
文
化
庁
長
官
（
旧
長
坂
町
）
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
た
。

公
益
財
団
法
人
　
山
人
会
新
年
会
開
催

梨
を
介
し
た
文
化
の
継
承
を

酉
　

公
益
財
団
法
人
「
山
人
会
」
　（
志
村
司
郎

会
長
）
の
新
年
会
が
１
月
3
0日
（
金
）
千
代
田
区
プ

レ
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
2
5名
が
参
集
し
た
。
画

家
の
織
田
泰
児
幹
事
、
僧
侶
の
見
藤
日
勝
幹
事
が
司

会
進
行
し
た
。
志
村
会
長
は
「
山
梨
県
の
文
化
団
体

と
し
て
公
益
財
団
法
人
に
認
定
さ
れ
、
各
位
の
協
力

の
お
か
げ
て
順
調
に
運
営

が
継
続
で
き
て

い
る
。

当
会
の
メ
イ
ン
で
あ
る
山
人
会
４
賞
は
、
山
梨
の
芸

術
、
文
化
を
発
展
さ
せ
る
個
人
、
団
体
の
活
動
を
顕

彰
、
支
援
す
る
場
と
し
て
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

さ
ら
に
山
梨
を
介
し
た
文
化
活
動
の
充
実
を
め
ざ
そ

う
」
と
挨
拶
し
た
。
来
賓
と
し
て
布
施
智
樹
県
東
京

７

事
務
所
長
が
、
後
藤
新

知
事
の
体
制
の
も
と
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、
地
方

創
生

の

展
望
を

ど
う
切
り

拓

く

べ
き

か
に

つ
い
て

語
っ
た

。
乾
杯

の
音

頭
を
と
っ
だ
宮
川
一
治
理
事
長
は
「
山
人
会
は
、
大

正
の
終
わ
り
頃
、
甲
州
と
い
う
場
で
何
か
文
化
活
動

を
発
足
さ
せ
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
文
人
、
芸
術
家
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
等
が
集
ま
っ
て
始
ま
り
、
以
来
9
0

年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
。
こ
の
活
動
を
未
来
に
繋
げ

よ
う
」
と
語
っ
た
。
懇
親
会
で
は
各
会
員
が
ひ
と
言

ず
つ
ス
ピ
ー
チ
し
て
交
流
を
深
め
た
。

山
梨
農
林
東
京
圈
同
窓
会
新
春
賀
詞
交
歓
会

お
よ
び
合
同
会
議
の
開
催

’

梨
農
林
東
京
圏
同
窓
会
は
さ
る
１
月
3
1日
ホ

ロ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て
新
春

賀
詞
交
歓
会
お
よ
び
合
同
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
は
Ｈ
時
か
ら
合
同
会
議
を
開
き
、
込
山
進
会
長

の
挨
拶
に
続
き
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
平
成
2
6年
度

会
務
報
告
・
平
成
2
6年
度
収
支
中
間
報
告
・
平
成
2
7

年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
平
成
2
7年
度
収
支
予
算

（
案
）
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

関
連
し
て
米
寿
を
迎
え
た
山
中
昭
平
、
若
尾
秀
幸

両
氏
と
平
成
2
6年
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
を
授
与
さ

れ
た
堀
内
勲
氏
に
記
念
品
が
送
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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ま

た
平

成
2
7
年

度
の
予

定
行
事

と

し

て

①
東
京
圈

同

窓

会
総

会
　（
平

成
2
7

年

５

月
1
6
日

（
土
）

開
会
）

②

第
6
5
回

山

梨

県

人

会
連
合

会
総

会

（

平

成
2
7
年

５

月
2
3
日

（
土
）
　開

会
）

③
山
梨

農
林

同
窓

会
総
会
　（
平

成
2
7年
Ｈ
月
1
5日
（
日
）
開
会
）
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。つ

づ
い
て
新
春
賀
詞
交
歓
会
が
行
わ
れ
山
中
昭
平

氏
の
年
頭
の
祝
辞
、
堀
内
　

勲
氏
の
乾
杯
に
始
ま
り

各
々
の
持
ち
歌
の
紹
介
な
ど
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
、
最
後
に
校
歌
を
合
唱
し
お
開
き
に
な
り
ま
し

た
。

（
記
・
込
山
進
）

荒
川
山
梨
県
人
会
総
会
開
催

川
山
梨
県
人
会
の
総
会
が
２
月
７
日
（
土
）

１

１１
時
よ
り
ホ
テ
ル

ラ
ン
ク
ウ
ッ
ド

１４
階
で

行
わ
れ
た
。

伊
藤
朝
子
婦
人
部
長
の
司
会
で
始
ま
り
。
雨
宮
甚

三
郎
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
。
全
員
で
「
甲
斐
の

炎
」
合
唱
。
小
松
申
治
会
長
挨
拶
、
山
梨
県
東
京
事

務
所
の
石
原
洋
人
次
長
挨
拶
、
宮
下
理
事
会
計
報

告
、
監
査
報
告
を
河
西
好
文
、
事
業
報
告
を
田
辺
理

事
が
行
っ
た
。
宮
下
理
事
の
閉
会
挨
拶
で
第
一
部
終

わ
る
。
浅
川
喜
文
荒
川
区
会
議
員
の
乾
杯
で
懇
親
会

も
カ
ラ
オ
ケ
や
福
引
き
で
楽
し
く
語
り
あ
い
、
今
泉

理
事
の
閉
会
の
挨
拶
で
終
了
し
た
。

小
松
申
治
会
長
　
挨
拶

今
日
は
甲
州
の
行
商
人
か
ら
身
を
起
こ
し
、
日
本

を
代
表
す
る
実
業
家
と
し
て
、
東
京
電
力
や
鉄
道
事

業
に
貢
献
し
た
若
尾
逸
平
さ
ん
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。
若
尾
さ
ん
は
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
在
家
塚
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
家
の
庭
先
で
栽
培
し
た
桃
や
葉
タ
バ

コ
を
持
っ
て
行
商
に
行
き
ま
し
た
。
小
銭
が
貯
ま
る

と
利
益
の
多
い
、
仲
買
人
と
な
っ
て
真
綿
や
生
糸
を

買
い
集
め
、
江
戸
ま
で
１
６
０
キ
ロ
の
道
の
り
を
、

重
さ
4
0キ
ロ
近
い
荷
物
を
背
負
っ
て
笹
子
峠
や
小
仏

峠
を
這
い
の
ぼ
り
、
帰
り
は
甲
府
で
売
れ
る
商
品
を

買
っ
て
ト
ン
ボ
帰
り
で
ひ
き
返
す
と
い
う
、
身
体
一

つ
の
行
商
を
続
け

ま
し
た
。
横
浜
の

港
が
開
港
し
て
外

国
貿
易
が
盛
ん
に

な
り
生
糸
の
貿
易

に
目
を
つ
け
て
海

外
に
売
り
込
ん
だ

の
が
若
尾
さ
ん
達

甲
州

商
人

で
し

た
。

若
尾
さ
ん
は
イ
ギ
リ
ス
商
館
の
人
と
交
渉
に
当
た

り
、
生
糸
の
7
0パ
ー
セ
ン
ト
を
輸
出
し
て
お
り
ま
し

た
。
国
内
の
８
倍
の
高
値
で
生
糸
を
売
り
、
大
き
な

利
益
を
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

女
性
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
日
本
の
シ
ル
ク
の
靴
下
を

は
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
精
神
力
こ
そ
『
甲
州

魂
』
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
実
の
生
活
は
　
相

変
わ
ら
ず
き
び
し
い
で
す
が
、
今
こ
そ
私
達
は
健
康

に
留
意
し
て
、
山
梨
ゆ
か
り
の
誇
り
と
自
信
を
胸
に

各
行
事
に
も
、
活
躍
さ
れ
る
事
を
祈
念
し
て
新
年
の

挨
拶
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

（
記
・
今
泉
等
）

山
梨
県
人
会
連
合
会
女
性
の
会

平
島

一
年
度
新
年
会
開
催

目

い
い

兆
し
あ
た
た
か
な
女
性
の
会
に
４５
名
が

２
月
７
日
（
土
）
午
後
１
時
よ
り
八
王
子
日
本
閣

に
て
、
山
梨
県
人
会
連
合
会
女
性
の
会
（
中
込
勝
子

会
長
・
増
穂
町
出
身
）
の
総
会
・
懇
親
会
が
4
5名
の

参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
野
本
荘
子
副
会
長
（
甲

府
市
出
身
）
が
「
こ
こ
ろ
を
ひ
と
つ
に
し
て
山
梨
に

出
来
る
限
り
の
貢
献
を
し
よ
う
」
と
開
会
の
言
葉
を

述
べ
た
。
中
込
会
長
は
「
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
に
も

前
向
き
に
こ
こ
ろ
を
尽
く
し
、
ふ
る
さ
と
か
ら
得
た

恩
恵
を
返
し
た
い
。
早
春
の
兆
す
今
日
、
忙
中
閑
あ

り
と
楽
し
ん
で
下
さ
い
」
と
語
っ
た
。
来
賓
を
代
表

し
て
弦
間
明
県
人
会
連
合
会
会
長
は
「
ロ
ー
マ
は

Ｉ
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日
に
し
て
な
ら
ず
、
と

い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
ロ
ー

マ
と
は
ア
モ
ー
ル
（
愛
）
で
あ
る
と
こ
ろ
に
深
い
意

味
が
あ
る
。
愛
に
は
、
自
己
愛
、
家
族
愛
、
友
人

愛
、
さ
ら
に
大
き
な
社
会
愛
に
通
ず
る
ア
ガ
ペ
ー
が

あ
る
。
こ
の
４
つ
の
愛
を
調
和
さ
せ
る
の
が
大
切
。

こ
の
女
性
の
会
も
、
そ
う
い
っ
た
愛
を
求
め
る
こ
と

が
大
き
な
ト
レ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

布
施
智
樹
県
東
京
事
務
所
長
は
、
後
藤
斎
新
知
事
を

迎
え
る
山
梨
の
課
題
と
し
て
、
人
口
減
に
ど
う
対
処

し
て
活
力
を
取
り
戻
す
の
か
、
展
望
を
語
っ
た
。
八

王
子
日
本
閣
の
オ
ー
ナ
ー
で
も
あ
る
中
村
忠
正
県
人

会
連
合
会
会
長
代
行
（
旧
勝
沼
町
出
身
）
が
「
女
性

の
会
は
大
き
な
愛
が
会
場
に
満
ち
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
女
性
の
力
が
発
揮
さ
れ
る
県
人
会
は
、
全
国
に

も
例
が
な
い
。
首
都
圏
の
山
梨
の
県
人
会
の
な
か
で

も
一
番
大
事
な
と
こ
ろ
を
受
け
も

つ
エ
ン
ジ
ン
に

な
っ
て

い
る
」
と
述

べ
て
、
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ

た
。
間
中
寿
美
恵
副
会
長
の
先
導
に
よ
り
、
パ
ド
ル

ジ
ヤ
ー
ク
ス
体
操
（
お

し
ゃ
も
じ
形
の
健
康
器

具
を
使
っ
た
体
操
）
を

全
員
で
行
い
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
楽
し
い
会
の

演
出
と
な
っ
た
。
来

賓
出
席
者
の
各
々
が
カ

ラ
オ
ケ
で
得
意
曲
を
披

露
、
女
性
の
会
会
員
と

の
デ
ュ
エ
ッ
ト
も
あ
り

－

Ｌ

「
早
春
賦
」
や
「
あ
ざ
み
の
歌
」
等
を
全
員
で
歌
っ

た
。
有
野
芳
邦
県
人
会
連
合
会
会
長
代
行
（
旧
白
根

町
出
身
）
の
万
歳
三
唱
、
赤
坂
道
子
女
性
の
会
事
務

局
長
（
旧
市
川
大
門
出
身
）
の
閉
会
の
辞
に
よ
り
、

午
後
４
時
に
散
会
し
た
。

‐
＝＝
届

白－
三

り

を

孚

二
一

ご
岳

二
一
辿
７

し
く
絆
を
深
め
る
会
に

未
来
を
担
う
若
い
世

口

代
も
参
加

首
都
圏
甲
府
会
（
中
村
和
男
会
長
）
の
総
会
・
交

流
会
が
２
月
1
4日
（
土
）
千
代
田
区
、
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
で
開
催
さ
れ
、
県
内
参
加
者
も
含
め
て

２
３
０
名
が
参
集
し
た
。
中
村
会
長
は
「
甲
府
出
身

者
が
一
堂
に
会
し
て
楽
し
む
場
を
作
ろ
う
と
、
宮
島

前
甲
府
市
長
の
後
押
し
も
あ
っ
て
、
６
回
目
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
た
。
ふ
る
さ
と
を
同
じ
に
す
る
者
同

士
、
お
互
い
に
信
頼
し
あ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
そ

の
絆
を
次
世
代
に
繋
げ
る
活
動
の
場
と
し
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。
各
議
案
承
認
後
、
花
束
を
贈
呈
さ
れ
た

宮
島
前
市
長
は
「
甲
府
会
に
は
創
立
時
か
ら
関
わ
ら

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
中
村
会
長
の
行
動
力
に
期
待

し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。
同
会
の
名
誉
会
長
で

も
あ
る
樋
口
雄
一
甲
府
市
長
は
「
宮
島
市
政
を
し
っ

か
り
引
き
継
ぐ
」
と
挨
拶
し
た
。
来
賓
を
代
表
し
て

弦
開
明
県
人
会
連
合
会
会
長
が
「
中
村
会
長
の
、
楽

し
く
参
加
す
る
こ
と
で
絆
を
強
め
る
と
い
う
姿
勢
に

共
鳴
す
る
。
人
生
を
左
右
す
る
の
は
夢
を
も
つ
こ
と

だ
。
宜
］の
成
功
と
は
何
を
達
成
す
る
か
で
は
な
く
、

ど
う
生
き
る
か
、
そ
の
た
め
に
は
人
と
人
と
の
絆
を

大
切
に
し
て
夢
を
も
つ
こ
と
が
何
よ
り
重
要
。
甲
府

会
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
県
人
会
は
、
絆
の
輪
を

広
げ
て
継
続
し
、
次
世
代
ヘ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
よ

う
活
動
し
て
い
こ
う
」
等
と
語
っ
た
。
臼
井
成
夫
山

梨
県
議
会
議
長
は
山
梨
が
暮
ら
し
や
す
さ
日
本
一
に

選
ば
れ
た
マ
ス
コ
ミ
報
道
等
を
例
に
し
て
、
横
内
知

事
の
功
績
を
踏
ま
え
て
後
藤
新
知
事
の
下
、
山
梨
の

新
し
い
芽
を
育
て
た
い
と
抱
負
を
語
っ
た
。
首
都
圏

甲
府
会
会
長
賞
の
贈
呈
に
移
り
、
受
賞
者
が
ひ
と
言

ず
つ
挨
拶
し
た
。
輿
水
順
雄
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
山
梨

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
社
長
は
、
マ
ス
コ
ッ
ト
の
ヅ
ア
ン

君
と
と
も
に
新
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
登
場
、
「
今

期
は
堅
守
だ
け
で
な
く
わ
く
わ
く
す
る
試
合
を
お
見

せ
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。
朝
ド
ラ
「
花
子
と

ア
ン
」
で
嘉
納
家
の
女
中
頭
・
山
元
タ
ミ
役
を
好
演

し
た
女
優
の
筒
井

真

理

子

さ

ん

は

「
甲
州
弁
な
ら
得

意
な
の
に
九
州
弁

を
使
い
こ
な
す
の

に
苦
労
し
か
。
憎

ま
れ
役
だ

が
多
く

の
人
の
声
援
を

い

た

だ

い

た

」

と

語

っ

た

。

山

梨

県

の

高

校

生

と

し

て

初

め

て

、
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Pｏrtｖ ＆ イ ｏrｍｏtiｏn
首都圏で催された集いを紹介しています

社
会
人
レ
ベ
ル
の
技
能
検
定
２
級
を
複
数
取
得
し
た

一
瀬
勇
人
さ
ん
（
甲
府
工
業
３
年
生
）
は
、
県
内
の

企
業
に
就
職
が
内
定
し
た
と
報
告
「
も
の
づ
く
り
が

好
き
な
の
で
正
確
さ
と
ス
ピ
ー
ド
を
さ
ら
に
身
に
着

け
た
い
」
と
語
っ
た
。
山
梨
で
は
1
5歳
と
い
う
最
年

少
で
技
能
士
建
築
大
工
３
級
に
合
格
し
た
斎
藤
真
子

さ
ん
（
甲
府
工
業
１
年
）
は
「
将
来
の
夢
は
大
工
」

と
語
っ
た
。
他
、
代
理
出
席
と
な
っ
た
が
、
中
村
梨

乃
さ
ん
（
甲
府
工
業
３
年
）
、
甲
府
城
西
高
校
３
年

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
も
選
ば
れ
た
。
総
会
終
了
後
、
教

養
講
座
と
し
て
荒
牧
大
四
郎
歌
舞
伎
座
舞
台
社
長
の

「
甲
州
と
歌
舞
伎
の
つ
な
が
り
」
と
題
さ
れ
た
ミ
ニ

講
演
会
が
あ
り
、
中
村
勘
三
郎
の
役
柄
の
経
緯
等
、

長
年
松
竹
で
歌
舞
伎
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
を
担
当
し
て

き
た
立
場
か
ら
の
、
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
披
露

さ
れ
た
。
樋
口
雄
一
甲
府
市
長
は
「
甲
府
市
の
こ
れ

か
ら
」
と
題
し
て
甲
府
駅
北
口
、
南
口
の
再
開
発
に

関
わ
る
展
望
を
具
体
的
に
語
っ
た
。
懇
親
会
で
は
朱

宮
明
美
理
事
か
ら
、
金
精
軒
・
首
都
圏
甲
府
会
コ
ラ

ボ
企
画
の
新
規
企
画
事
業
の
発
表
と
し
て
、
「
甲
州

金
ま
ん
じ
ゅ
う
」
の
商
品
説
明
が
あ
り
、
金
箔
を
ま

ぶ
し
た
試
食
品
が
全
テ
ー
ブ
ル
に
配
ら
れ
た
。
小
川

朗
事
務
局
長
か
ら
は
、
中
村
会
長
が
館
長
を
務
め
る

中
村
キ
ー
ス

ー
ヘ
リ
ン
グ
美
術
館
の
ブ
ー
ス
の
紹
介

等
が
あ
っ
た
。
甲
府
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
で
あ
る
伸
太
郎
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
も
開
か

れ
、
作
詞
作
曲
し
た
善
誘
館
小
学
校
校
歌
等
が
披
露

さ
れ
た
。
最
後
に
「
今
日
の
日
は
さ
よ
う
な
ら
」
を

全
員
で
手
を
繋
ぎ
斉
唱
し
た
。

な
お
当
日
は
舞
台
俳
優
の
石
井
ひ
と
み
さ
ん
が
司

会
を
務
め
、
進
藤
中
山
梨
中
央
銀
行
頭
取
が
乾
杯
の

音
頭
を
と
っ
た
。
飯
田
冨
美
子
会
長
代
行
が
閉
会
の

こ
と
ば
を
述
べ
た
。

第
一一一
回
大

泉
会
総
会
・
懇
親
会

開
催

さ
れ
る

月
１５

日
新
宿
ワ
シ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル
に

″一
名

が

参
集
し
た
。

浅
川
英
喜
氏
の
司
会
で
総
会
が
始
ま
り
、
細
田
加

志
美
氏
の
開
会
の
辞
の
後
、
石
川
東
洋
男
会
長
が
挨

拶
し
「
最
近
マ
ス
コ
ミ
で
山
梨
県
が
地
方
移
住
希
望

者
数
第
一
位
と
な
っ
た
旨
報
じ
ら
れ
喜
ば
し
い
。
昨

年
は
災
害
続
き
で
あ
り
、
今
年
も
不
穏
な
事
件
が
続

い
て
い
る
が
、
今
日
は
旧
交
を
温
め

合
っ
て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
頂

き
た
い
」
と
述
べ
た
。
引
き
続
き
会

長
か
ら
の
来
賓
紹
介
の
後
、
山
梨
県

東
京
事
務
所
の
布
施
智
樹
所
長
が
来

賓
の
挨
拶
を
行
い
、
観
光
や
交
通
イ

ン
フ
ラ
政
策
の
進
捗
に
加
え
て
、
週

刊
誌
等
で
、
山
梨
県
が
「
暮
ら
し
易

い
県
」
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
挙
げ
ら

れ
、
山
梨
発
展
の
芽
が
育
ち
つ
つ
あ

る
事
等
語
ら
れ
た
。
続
い
て
北
杜
市

長
代
理
と
し
て
、
浅
川
正
人
大
泉
支

所
長
が
、
北
杜
市
は
昨
年
市
政
1
0周

年
を
迎
え
、
更
な
る
発
展
を
目
指
す

'＼

中
、
人
口
が
こ
の
1
0年
で
1
5
0
0

人
程
減
少
し
て

お
り
、
各
種
子
育
て
支
援
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

大
泉
町
は
合
併
後
1
0年
で
４
０
０
人
程
人
口
が
増
加

し
て
い
る
が
、
高
齢
化
率
は
市
の
全
体
平
均
よ
り
や

や
高
い
。
若
者
の
Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ

タ
ー
ン
に
協
力
願

い
た
い
と
述
べ
た
。
続
い
て
議
事
に
入
り
、
上
程
議

案
に
つ
い
て
は
総
て
承
認
可
決
さ
れ
た
。
引
き
続
い

て
、
大
泉
会
会
員
の
元
ア
メ
リ
カ
講
談
社
副
社
長
の

浅
川
港
氏
が
「
ア
メ
リ
カ
の
内
側
か
ら
見
て
来
た
も

の
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。
数
々
の
政
界
ト
ッ

プ
や
世
界
の
要
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
の
キ
ャ
リ
ア

を
経
て
、
ア
メ
リ
カ
に
赴
任
し
た
。
そ
の
時
か
ら

「
英
語
で
本
を
作
る
以
上
は
世
界
の
人
々
が
共
通
し

て
注
目
す
る
重
大
な
出
来
事
や
人
々
を
対
象
に
仕
事

を
す
る
」
と
い
う
志
を
持
ち
、
そ
れ

を
次
々
と
実
現
さ
せ
た
浅
川
氏
の
見

識
と
行
動
力
が
伝
わ
っ
て
来
る
数
々

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
た
。
日
本

人
は
和
食
の
文
化
や
、
災
害
時
等
で

も
秩
序
を
保
つ
と
い
う
国
民
性
、
ま

た
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
等
と
違
っ

て
、
民
族
と
し
て
同
じ
所
に
留
ま
り

な
が
ら
新
し
い
物
を
生
み
出
す
力
を

持
っ
て
い
る
事
等
を
、
も
っ
と
世
界

に
発
信
し
て
も
良
い
と
述
べ
た
。
そ

の
後
、
懇
親
会
に
移
り
、
山
梨
県
人

会
連
合
会
の
長
沼
真
事
務
局
長
及
び

北
杜
市
の
斉
藤
功
文
市
会
議
員
が
挨
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1
1
1
1

ぷ

拶
し
、
浅
川
元
治
郎
前
会
長
の
音
頭
に
よ
る
乾
杯
が

行
わ
れ
、
懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。
懇
親
会
は
懐
メ
ロ

お
や
じ
バ
ン
ド
の
演
奏
や
ヴ
ォ
ー
カ
ル
を
楽
し
み
な

が
ら
和
や
か
に
進
み
、
1
4時
過
ぎ
に
浅
川
武
彦
氏
の

中
締
め
の
挨
拶
で
、
盛
会
の
内
に
閉
会
と
な
っ
た
。

品

川

区

山

梨

県

人

会

平

島

一
年

春

の

集

い

開

催

員
を
増
や
し
て
、
よ
り
楽
し
く
交
流
で
き
る

一

会
を
め
ざ
そ
う

２
月
９９一
日

（
日
）
午
後
1
2
時
よ
り
五
反
田

ゆ
う

ぽ

う
と
に
て
、
品
川
区
山
梨
県
人
会

（
長
田
正
会
長
）

の
春
の
集

い
（
役
員
会
）

が
、
4
5名

の
参
加

を
得
て

開
催

さ
れ
た

。
矢
崎
武
夫
副
会
長

が
「
如
月

（
き
さ

ら

ぎ
）

に
は

、
重

ね
着
を
す

る
、
あ
る
い
は
若
木

が

本

の
芽
を
出

す
、
と

い
う
意

味
が
あ
る
そ
う

で
す
。

新

た
な
気
持
ち

で
集

い
ま
し
ょ
う
」
と
開
会
の
言
葉

を
述

べ
た
。
長
田
正

会
長
は
「
日
頃
の
役
員
の
方

々

の

め
で

た
く

あ

た
た

か

い
お
力

添
え

に
感

謝

し
ま

す
。
さ
て
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
ど

の
県
人
会
も
直

面

し
て

い
る
こ
と
で
す

が
、
会
員

の
減
少
で
運
営

が

厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
当
会

で
も
昨
年
８
月
に
、

趣
旨
に
賛
同
い
た
だ

け
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
参
加
出
来
る
会
に

す
る
、
と
会
則
を
変

更
し
ま
し
た
。
会
員
を
増
や
す
こ
と
で
、
よ
り
楽
し

く
交
流
で
き
る
会
と
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶

し
た
。

来
賓
と
し
て
石
原
宏
高
衆
議
院
議
員
が
「
現
在
は

国
会
対
策
副
委
員
長
と
し
て
裏
方
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
国
会
内
の
さ
さ
い
な
情
報
の
収
集
が
、
大

き
な
国
政
の
変
化
に
絡
ん
で
き
ま
す
。
今
後
と
も

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。
な
お
石

原
議
員
に
は
昨
年
の
当
選
祝
い
と
し
て
、
品
川
県
人

会
よ
り
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
。
懇
親
会
に
移
り
、
井

上
幸
彦
元
警
視
総
監
が
「
羊
年
の
年
ま
わ
り
は
、
計

画
的
に
秩
序
だ
て
て
物
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
は
東
京
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
テ
ロ
対
策
が
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
か
ら
2
0年
を
経
ま
し
た

が
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え

て
、
あ
の
事
件
を
風
化
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」

と
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
陣
頭
指
揮
を
と
っ
た
経

験
を
踏
ま
え
て
、
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
た
。
天
法
楽

さ
ん
の
軽
妙
な
ウ
ク
レ
レ
漫
才
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

カ
ラ
オ
ケ
等
を
楽
し
み
、
５
月
1
0日
に
開
催
さ
れ
る

総
会
で
の
再
会
を
期
し
か
。

在
京
山
梨
政
経
懇
話
会

京
山
梨
政
経
懇
話
会
（
弦
開
明
会
長
）
は
３

回

月
１６
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
日
本
プ
レ
ス

セ
ン
タ
ー
で
第
１
６
９
回
例
会
を
開
い
た
。

俳
優
の
矢
崎
滋
氏
が
「
ボ
ク
の
役
者
人
生
」
と
題

し

て

講

演

し

た
。矢

崎
氏
は
、

著
名
な
言
語
学

者
だ
っ
た
父
親

と
は
違
う
道
に

進
む
た
め
役
者
を
志
し
か
こ
と
や
、
人
気
連
続
ド
ラ

マ
「
相
棒
」
で
共
演
し
た
俳
優
の
水
谷
豊
さ
ん
と
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
語
っ
た
。

落
語
も
口
演
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

矢
崎
氏
は
現
在
、
福
島
県
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を

紹
介
。
山
梨
な
ど
地
方
の
現
状
に
つ
い
て
「
僕
の
感

覚
で
は
（
経
済
政
策
は
地
方
の
）
末
端
に
は
届
い
て

い
な
い
」
と
指
摘
。
両
親
が
南
ア
ル
プ
ス
市
出
身
で

あ
る
こ
と
に
触
れ
な
が
ら
、
「
父
と
母
の
ふ
る
さ
と

で
あ
り
、
若
者
が
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」
と
強
調
し
た
。
そ
の
上
で
「

『
東
京
万

歳
』
の
ド
ラ
マ
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
き
た
。
だ
が
、

都
市
で
の
生
活
に
憧
れ
て
多
く
の
人
が
上
京
す
る
こ

と
が
、
素
敵
に
思
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
今
の
正
直

な
気
持
ち
だ
」
と
語
っ
た
。

昨
年
１９一
月
に
放
映
さ
れ
た
人
気
連
続
ド
ラ
マ
「
相

棒
」
に
ゲ
ス
ト
出
演
し
た
こ
と
に
も
触
れ
、
「
視
聴

者
か
ら
『
自
分
の
演
技
が
昭
和
の
に
お
い
が
し
て
良

か
っ
た
』
　『
相
棒
の
最
初
の
シ
リ

ー
ズ
に
似
て
い

る
』
と
言
わ
れ
、
う
れ
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ

た
。

（
記
・
堀
田
博
之
）
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が９り四ＦＯＱＧ侮
今年も富士山保全に１００万円を寄付　サンプランナー・相吉英彦社長

山梨県出身の篤志家として知られる､山梨県人会連合会副会長(須玉会会長)の相吉社

加 号i 脊索i 蘇;l 昌r ごとこ7 県庁を訪れ00 万円を寄付した 同募金にま通算で5回目00 万円の寄

ｊ ≒ ‥一 瓜 ノ
相吉社長は子供の頃から育ててくれた故郷への恩返しをしたいと､他に多額の赤い羽根共IL

j,1121　　
プ　lj同募金､昨年の大雪被害への義損金､更には毎年の｢ふるさと納税｣による山梨県及び北杜kl

が
、･sIrl,･

ぷこ諭 に 昌 に ぷ 芯 雪 農 政

今年も恒例の蘭展(東京ド ーム)
｡･　　iilii　　iti　　　

･･･=-･=J-･l,WI~一 一･'-I-"･‘ ･･ ･ :｡ 芒X
向山蘭園(塩山市)は今年創業50 年を迎え､和蘭の先駆者とも

言われ国内有数の蘭園である。今年2 月の｢東京ドーム蘭展｣にも

出展し､1991 年の第1 回以来の連続で出展しているが､既に何回

もトップ受賞をしている。創業時は未だ蘭が非常に貴重な存在で、

一株枯らすとひと月の収入が吹き飛ぶ時代だったそうである。

向山蘭園　 甲州市塩山熊野274　 電話0553-33- ４118

みさか有機の郷づくり　地元の農家が集まつマふ･Sさと創生
山梨県人会連合会の菱山武雄御坂会副会長等が中心になって設立された｢みさか

有機農業の郷づくり協議会(岩内一郎代表)｣ は都市生活者の健康をテーマに都市と農

村の交流と農産物の付加価値化等による故郷活性化を行政と一体化により目指してお

り､既に生産･販売体制を築いている。

｢みさかのオーガニック野菜｣お問い合わせ/注文　055,262-2101

m 卸四
第 ６６ 回 山 梨 県 人 会 連 合 会 総 会 ・懇 親 会 の ご 案 内 ・・・ム → ・

日時:５月２３日(土)11時　場所:新宿・京王プラザホテル コンコードボールjレーム

■会　　費　10,000円( 完全前売り制)

・お申込み　所属の各地区人会、郷友会、同窓会にお申込み下さい

なお｢富士の国｣購読会員の方は連合会事務局にＦＡＸでお申込み下さい

山梨県人会連合会事務局:電話(03)3256-3093　FAX(03)3256-3015

今後の山梨県人会連合会の主な行事

４月　３日（金） �第25 回女性の会総会・懇親会( アルカディア市ヶ谷)

４月14 日（火） �常任理事･ 理事合同会議( 上野精養軒)

４月18 日（土） �第５回水源林植樹会

５月14 日（木） �第３回十士会総会（アルカディア市ヶ谷）

５月23 日（土） �山梨県人会連合会総会・懇親会［冒頭記載］

５月27 日（水） �第25 回青年部総会（富国生命本社28 階）

５月30 日（土） �第６回南アルプス市山梨県人会総会・懇親会

７月１１日（土） �甲府中学・一高東京同窓会（ホテル・グランドパレス）

７月12 日（日） �第35 回首都圏増穂・鰍沢会総会・懇親会

９月26 日（土） �日川中学・高校京浜支部総会（如水会館）
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富国 生 命 保 険 相 互 会 社　 〒100-0011 東 京 都 千 代 田 区 内 幸 町2-2-2　TEL : 03-3508-1101 （大 代表 ）

⑩広一秘書-1664（H27.2.19）

すてきな未乗応援します
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tel.042-676,4128
－ 言謡昌之 でIに ー

肖

◆ 営業時間 １０：００～ ２２：００

◆ ランチコース １１：００～１４：３０

◆ ディナーコース １７：００～２２：００

◆ 単品メニュー１,５７５円～、ケ ー キ５２５円～

毎週ll・日ブライダルフェア 開催中!

¶ .

－ ･ = 〃 ｢ ‘ !゛
｀

－

こ.7　　･ ﾀﾞVlli ゛

Ｎ と　 ゛` ＼ ｀　

＿,4〃 員･'‥'‘ ヨ

教会 式､ 人前式､ 神 前式､3 つ の挙式 が叶う八王子日本閣 では、

毎 週土･ 日ブライダルフェアを行っています。

ご結婚 を考えてい るカップルには､ 無 料で試食も行っています。

予 約がなくても、当日でもご用意可 能!

ご宴会・会食

4。

畷－

会社のパーティーやご家族のお

祝い は美味しいお料理にお得

なプランを！

◆パーティープランフ,000円～

| お車でお越しの場合、大月ICから約45 分!
今までより約20 分短縮!

| 電車でお越しの場合、大月より八王子特急利用で30分!
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